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田
岡
嶺
雲
に
お
け
る
「
同
情
」
観

─
雑
誌
『
靑
年
文
』
を
中
心
と
し
た
論
理
構
造
と
言
説
環
境
─

平
崎　

真
右

一　
は
じ
め
に

田
岡
嶺
雲
（
本
名
・
田
岡
佐
代
治
一
八
七
〇
─

一
九
一
二
）
は
、
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
に
郷
里
の
土
佐
（
土
佐
郡
石
井
村
赤
石
、
現
・

高
知
市
赤
石
町
）
か
ら
上
京
し
、
二
月
に
水
産
伝
習
所
（
現
・
東
京
海
洋
大
学
水
産
部
）
に
入
学
す
る
が
、
翌
年
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
八

月
に
卒
業
し
た
あ
と
、
九
月
に
は
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
漢
文
科
選
科
（
以
下
「
漢
文
科
」）
に
入
学
し
な
お
し
て
い
る
（
明
治
二
七
＝
一
八

九
四
年
七
月
卒
業
）。
こ
の
漢
文
科
に
在
籍
中
よ
り
評
論
活
動
を
始
め
、
そ
の
頃
に
は
山
路
愛
山
と
の
論
争（

（
（

や
、
蘇
東
坡
や
ハ
イ
ネ
、
さ
ら
に
は

荘
子
な
ど
に
関
す
る
評
論（

（
（

が
み
ら
れ
、
漢
文
科
を
卒
業
し
た
翌
年
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
、
山
県
五
十
雄
（
一
八
六
九
─

一
九
五
九
）
と
中

心
に
な
り
雑
誌
『
靑
年
文（

（
（

』
を
立
ち
上
げ
て
主
筆
と
な
る
と
、「
時
文
」
欄
を
中
心
に
旺
盛
な
活
動
を
展
開
す
る（

（
（

。
こ
の
『
靑
年
文
』
の
創
刊
に

つ
い
て
は
、
先
行
文
芸
誌
な
ど
で
は
好
意
的
に
迎
え
ら
れ
て
い
る
。
二
・
三
例
を
あ
げ
れ
ば
、『
早
稲
田
文
学
』
で
は
「
さ
て
靑
年
の
意
氣
ほ
の

見
え
て
華
や
か
な
る
は
生
ま
れ
て
よ
り
漸
く
二
號
を
重
ね
し
の
み
な
る
『
靑
年
文
』
な
り
、
其
の
主
眼
と
も
見
ゆ
る
時
文
欄
に
は
往
々
筆
鋒
鋭
き

も
の
あ
り
て
面
白
し（

（
（

」
と
評
し
、『
青
山
評
論
』
で
は
「
其
活
氣
殻
々
た
る
を
見
ん
と
欲
せ
ば
開
巻
第
一
「
時
文
」
を
讀
め（

（
（

」
と
記
し
、『
國
學
院

雑
誌
』
で
は
「「
時
文
」
の
欄
い
つ
も
な
が
ら
賑
や
か
な
り
普
く
我
か
文
界
の
事
實
を
蒐
め
鋭
利
の
筆
鋒
を
も
て
評
し
去
り
評
し
來
る
所
、
眞
に

『
靑
年
文
』
の
名
に
背
か
ず
と
や
い
ふ
べ
き（

（
（

」
と
述
べ
る
な
ど
、
い
ず
れ
も
「
時
文
」
欄
に
注
目
し
た
活
躍
を
歓
迎
す
る
言
葉
を
寄
せ
て
い
る
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が
、
当
該
誌
に
お
け
る
文
芸
批
評
の
数
々
に
よ
っ
て
、
嶺
雲
は
文
壇
を
代
表
す
る
批
評
家
と
し
て
声
明
を
上
げ
た
と
言
え
る
。

こ
の
、『
靑
年
文
』
に
お
け
る
嶺
雲
の
文
芸
批
評
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
（
家
永
一
九
五
五（

（
（

）、（
西
田
一
九
七
三（

（
（

）、（
吉
田
一
九
八
一（

（1
（

）
な
ど

に
よ
る
評
伝
的
、
文
学
史
的
な
意
義
と
位
置
づ
け
に
関
す
る
先
行
研
究
が
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
一
様
に
、
日
清
戦
争
前
後
（
明
治
二
七
─

二
八

年
）
の
日
本
社
会
に
表
面
化
す
る
、
下
層
社
会
に
関
し
た
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
や
貧
民
政
策
論
議
な
ど
の
同
時
代
状
況
に
刺
激
、
同
期
す
る
形
で
あ

ら
わ
れ
た
「
観
念
小
説
」
や
「
悲
惨
小
説
」
と
い
っ
た
新
し
い
文
学
状
況
に
対
し
て
、
嶺
雲
が
い
ち
早
く
目
を
向
け
、
且
つ
そ
の
傾
向
や
作
家
た

ち
を
強
く
推
し
た
こ
と
を
評
価
す
る
。
嶺
雲
に
よ
っ
て
推
挽
さ
れ
た
作
家
と
し
て
は
、
硯
友
社
関
係
で
あ
れ
ば
泉
鏡
花
や
江
見
水
蔭
、
川
上
眉
山

や
広
津
柳
浪
、
そ
の
他
に
は
樋
口
一
葉
や
三
宅
青
軒
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
作
品
や
作
家
た
ち
に
対
す
る
嶺
雲
の
評
価
軸
に
は
、
彼

の
言
葉
で
「
同
情
」
と
指
呼
さ
れ
る
論
理
が
一
貫
し
て
い
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
も
す
で
に
先
行
論
で
は
指
摘
さ
れ
る
も
の
の
（
吉
田
一
九
八

一
）（
立
花
二
〇
〇
二（

（1
（

）、
し
か
し
そ
の
「
同
情
」
に
込
め
ら
れ
た
意
味
や
論
理
の
構
造
、
そ
れ
を
文
芸
批
評
に
と
ど
ま
ら
な
い
嶺
雲
の
評
論
活
動

全
体
の
な
か
で
捉
え
返
す
作
業
や
、
そ
の
論
理
が
含
み
こ
む
思
想
や
言
説
レ
ベ
ル
に
お
け
る
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
管
見
の
限
り
で

は
ま
だ
本
格
的
に
為
さ
れ
て
い
る
状
態
と
は
言
え
な
い（

（1
（

。
本
稿
も
ま
た
、
嶺
雲
の
評
論
活
動
全
体
に
つ
い
て
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
主
に
『
靑
年

文
』
で
展
開
さ
れ
た
時
期
を
上
限
と
し
、
同
時
期
に
お
け
る
言
説
状
況
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
彼
の
文
章
に
み
ら
れ
る
「
同
情
」
観
の
内
実
を
取

り
出
し
て
み
た
い
。

二　

 『
靑
年
文
』
ま
で
の
「
同
情
」
観

嶺
雲
の
評
論
活
動
の
嚆
矢
と
し
て
は
、
現
時
点
で
確
認
さ
れ
る
限
り
で
は
注
1
で
も
触
れ
た
「『
平
民
的
短
歌
の
發
達
』
第
二
を
讀
む
」（
明
治

二
五
年
一
〇
月
一
七
日
刊
『
亞
細
亞
』
第
六
一
号
）
が
そ
れ
で
あ
り
、
以
後
は
お
も
に
簡
単
な
時
評
や
文
芸
評
論
を
中
心
に
活
動
し
て
い
く
が
、

評
論
の
対
象
は
そ
れ
ば
か
り
に
留
ま
る
こ
と
は
な
く
、
次
第
に
「
社
会
評
論
、
教
育
評
論
、
風
俗
時
評
、
文
明
批
評
、
人
生
論
」
な
ど
の
広
範
囲
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表①

論題 掲載誌（号） 刊行年月日
1 「囈言」 『亞細亞』2 巻 10 号 （明治）26.9.1
2 「俳諧管見」 『日本人』5 巻 26.12.18
3 「芭蕉」 『史海』31 巻 27.2.27
4 「美と善」 『宗教』34 号 27.8.5
5 「悲劇の快感」 『靑年文』1 巻 3 号「時文」 28.4.10
6 「愛山氏の『命耶罪耶』」 同上 同上
7 「松本文三郎氏の『公孫龍子』を讀む」『宗教』45 号 28.7.5
8 「日本文學に於ける新光彩」 『日本人』1 号 28.7.5
9 「軽浮と沈着」 『靑年文』1 巻 6 号「時文」 28.7.10
10 「小説と社會の隠微」 『靑年文』2 巻 2 号「時文」 28.9.10
11 「下流の細民と文士」 同上 同上
12 「詩人と同情」 同上 同上
13 「柳浪」 同上 同上
14 「天才と狂熱」 『靑年文』2 巻 3 号「時文」 28.10.10
15 「今日の批評」 同上 同上
16 「『目黑物語』」 『靑年文』2 巻 4 号「時文」 28.11.10
17 「『鬼一口』」 同上 同上
18 「村井弦齋」 同上 同上
19 「一葉女史の『にごりえ』」 『明治評論』5 巻 1 号 28.12.1
20 「境遇と靈性」 『靑年文』2 巻 5 号「時文」 28.12.10
21 「水蔭の『女房殺し』」 『明治評論』5 巻 1 号 29.1.1
22 「『五調子』を評す」 『明治評論』5 巻 3 号 29.2.1
23 「柳浪」 『靑年文』3 巻 1 号「時文」 29.2.10
24 「一葉」 同上 同上
25 「綠雨と天外」 『靑年文』3 巻 2 号「時文」 29.3.10
26 「暗黑面と操觚者」 同上 同上
27 「詩人と人道」 『日本人』18 号 29.3.20
28 「嗚呼文士涙なき歟」 『靑年文』3 巻 3 号「時文」 29.4.10
29 「所謂小説家」 同上 同上
30 「露伴」 『明治評論』5 巻 6 号 29.5.1
31 「文士の品格」 『靑年文』4 巻 1 号「時文」 29.8.10
32 「偉人出でよ」 『日本人』25 号 29.8.20
33 「罵時嘲俗の風」 『靑年文』4 巻 2 号「時文」 29.9.5
34 「露伴の時文評」 『靑年文』4 巻 4 号「時文」 29.11.5
35 「新進作家に告ぐ」 『江湖文學』2 号 29.12.29
36 「一葉女史を吊ふ」 同上 同上
37 「神秘とは何ぞ」 『反省雜誌』12 年 3 号 30.4.1
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に
お
よ
び
、「
文
明
批
評
家
」（
家
永
一
九
五
五
、
八
五
頁
）
と
で
も
言
う
べ
き
様
相
を
み
せ
て
い
く
。
こ
こ
で
は
表
①
に
整
理
し
た
彼
の
時
評
や

文
芸
評
論
に
範
囲
を
絞
り
、
さ
ら
に
は
主
催
雑
誌
の
『
靑
年
文
』
ま
で
を
上
限
と
し
て
、
彼
の
主
張
す
る
「
同
情
」
の
論
理
構
造
や
意
味
内
容
の

変
遷
な
ど
を
確
認
し
て
い
く（

（1
（

。
そ
こ
で
は
、
細
か
く
検
討
す
れ
ば
発
表
時
期
と
扱
う
題
材
の
文
脈
に
よ
っ
て
多
少
の
違
い
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
こ
こ
で
は
大
き
く
三
つ
の
段
階
（
Ａ
、
１
～
３
、
Ｂ
、
４
～
９
、
Ｃ
、
10
～
37
）
に
分
け
て
捉
え
て
み
た
い
。
以
下
で
は
、
各
段
階
の
う
ち

代
表
的
な
言
説
を
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
し
つ
つ
取
り
上
げ
る
。

（
Ａ
、
１
～
３
）

１
、「
囈
言
」（
明
治
二
六
年
九
月
一
日
刊
『
亜
細
亜
』
第
二
巻
一
〇
号
）（
全
集
一
・
一
九
七
三
、
一
一
九
─
一
二
一
頁
）

　
「
詩
人
と
理
学
者
」
と
い
う
対
立
軸
を
立
て
、
前
者
に
は
「
情
」
が
あ
り
、
後
者
は
「
智
」
で
物
事
を
捉
え
て
い
く
特
徴
を
指
摘
す
る
。

「
擬
人
の
詞
、
之
を
為
す
者
に
於
て
は
擬
人
た
ら
ず
、
唯
同
情
の
眼
を
以
て
之
を
觀
る
が
故
に
、
實
に
其
生
あ
る
が
如
き
を
感
ず
る
な
る
の

み
」（
一
二
〇
─

一
二
一
頁
）
と
「
同
情
」
の
効
用
を
述
べ
る
。
そ
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
も
っ
て
、
三
上
参
次
・
高
津
鍬
三
郎
『
日
本
文
學
史
』

（
上
下
、
金
港
堂
、
明
治
二
三
年
一
一
・
一
二
月
）
に
お
け
る
万
葉
歌
の
低
評
価
に
対
し
て
、「
是
れ
著
者
の
歌
を
作
る

0

0

と
い
ふ
觀
念
よ
り
生

じ
た
る
の
誤
見
な
る
べ
し
。
當
時
に
在
て
は
實
に
し
か
感
じ
て
詠
じ
出
し
た
る
者
た
る
を
忘
る
可
ら
ず
（
中
略
）
當
時
に
在
て
は
詩
人
の
胸

中
情
あ
つ
て
理
な
し
」（
一
二
一
頁
）
と
批
判
す
る
。
こ
の
批
判
は
、
三
上
・
高
津
た
ち
の
評
価
軸
が
理
学
者
の
「
智
」
に
も
と
づ
く
解
釈

で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
視
線
で
「（
同
）
情
」
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
た
万
葉
歌
を
解
釈
す
る
こ
と
は
不
適
当
で
あ
る
と
す
る
点
に
ポ
イ
ン
ト
が

あ
る
。

こ
の
文
章
は
、
嶺
雲
が
は
っ
き
り
と
「
同
情
」
の
語
句
を
用
い
た
最
初
の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
の
用
例
は
主
に
文
学
表
現
に
対
す
る
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鑑
賞
の
ス
タ
イ
ル
に
留
ま
る
き
ら
い
が
み
ら
れ
、
そ
れ
は
２
（「
俳
諧
管
見
」）
や
３
（「
芭
蕉
」）
に
お
い
て
も
変
わ
ら
な
い
。

（
Ｂ
、
４
～
９
）

４
、「
美
と
善
」（
明
治
二
七
年
八
月
五
日
刊
『
宗
教
』
第
三
四
号
）（
全
集
一
・
一
九
七
三
、
二
一
六
─
二
三
六
頁
）

　

一
節
と
二
節
と
に
分
け
ら
れ
る
が
、
一
節
で
は
「
美
」
に
つ
い
て
、
二
節
で
は
「
愛
」「
同
情
」
そ
し
て
「
善
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。
そ

れ
ら
の
ロ
ジ
ッ
ク
は
共
通
し
て
お
り
、「
美
」
も
「
愛
」「
同
情
」「
善
」
も
、
ど
ち
ら
も
無
差
別
無
分
別
の
状
態
で
あ
り
（
一
方
で
は
、
美

感
に
打
た
れ
て
そ
の
う
ち
に
埋
没
さ
せ
ら
れ
る
状
態
と
、
も
う
一
方
で
は
、
神
を
瞑
想
黙
思
す
る
と
き
）、
そ
の
為
す
と
こ
ろ
は
異
な
っ
て

い
て
も
達
す
る
所
は
同
じ
で
あ
る
、
と
整
理
す
る
。
こ
の
両
節
の
う
ち
、
主
調
は
二
節
に
あ
り
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
、
シ
ル
レ
ル
（
シ

ラ
ー
）、
ミ
ル
ト
ン
、
プ
ラ
ト
ン
、
イ
ン
ド
哲
学
・
仏
教
、
論
語
・
宋
儒
な
ど
、
古
今
東
西
の
哲
人
た
ち
の
言
葉
を
引
き
つ
つ
、
そ
れ
ら
は

「
其
途
を
異
に
し
て
其
歸
を
同
ふ
し
、
百
慮
に
し
て
而
か
も
一
致
に
出
づ
」（
二
三
三
頁
）
と
、
違
う
と
こ
ろ
に
あ
る
け
れ
ど
至
る
と
こ
ろ
は

同
じ
で
あ
る
と
一
括
す
る
。
こ
の
論
理
も
、「
美
」
と
「
善
」
が
為
す
と
こ
ろ
は
違
っ
て
も
達
す
る
と
こ
ろ
は
同
じ
で
あ
る
点
が
、
先
と
通

底
し
て
い
る
。

　
「
同
情
」
に
つ
い
て
抽
出
す
れ
ば
、
シ
ル
レ
ル
の
言
葉
と
し
て
人
の
性
質
を
二
分
し
、
そ
の
一
方
で
あ
る
「
動
物
的
性
質
」
の
ま
ま
に
自

己
を
主
張
す
れ
ば
他
者
と
衝
突
す
る
が
、
人
が
人
で
あ
る
所
以
は
そ
こ
に
「
反
省
」
と
い
う
能
力
が
あ
る
こ
と
、
こ
の
反
省
は
自
己
と
他
者

と
を
通
有
す
る
も
の
で
、
そ
れ
を
感
じ
ら
れ
る
か
ら
こ
そ
人
は
万
物
の
霊
と
言
え
る
の
だ
、
と
述
べ
る
。
そ
の
文
脈
に
お
い
て
、「
彼
に
對

し
て
此
我
を
も
別
て
、
固
と
此
の
我
も
彼
の
我
も
其
我
た
る
所
以
に
於
て
は
、
異
な
る
所
な
き
な
り
、
此
の
我
も
そ
の
根
本
的
に
於
て
欲

し
、
望
み
、
飲
み
、
且
食
ふ
の
我
な
れ
ば
、
彼
の
我
も
其
根
本
的
に
於
て
は
、
等
し
く
欲
し
、
望
み
、
飲
み
、
且
食
ふ
の
我
也
、（
其
氣
質

等
の
如
き
偶
起
の
事
に
於
て
は
差
異
あ
る
べ
き
も
）、
さ
れ
ば
己
れ
の
欲
せ
ざ
る
所
は
、
則
ち
ま
た
他
の
欲
せ
ざ
る
所
に
し
て
、
己
の
欲
す
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る
所
は
ま
た
他
の
欲
す
る
所
た
る
べ
き
而
已
、
此
お
も
ひ
や
り
、
即
ち
此
同
情
こ
そ
、
凡
て
の
道
義
の
根
本
な
れ
」
と
述
べ
、
孔
子
や
『
論

語
』
の
言
葉
と
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
「
善
と
は
他
人
の
苦
患
を
察
す
る
こ
と
（Erkenntniss des frem

den Leidens

）
に
し
て
、

純
粋
の
愛
（caritas

）
は
即
ち
同
情
な
り
と
い
ひ
、
凡
て
の
愛
は
即
ち
同
情
な
り
（A

lle Liebe ist M
itleid

）
と
も
い
へ
り
」（
二
三
一
─

二
三
二
頁
）
と
を
、
同
一
の
も
の
と
し
て
結
び
つ
け
る
。

５
、「
悲
劇
の
快
感
」（
明
治
二
八
年
四
月
一
〇
日
刊
『
靑
年
文
』
第
一
巻
第
三
号
「
時
文
」）（
全
集
一
・
一
九
七
三
、
三
二
五
頁
）

　

人
生
の
悲
惨
を
味
わ
っ
た
人
間
に
し
て
は
じ
め
て
悲
惨
の
真
味
を
知
る
と
述
べ
、
そ
の
よ
う
な
人
間
で
あ
る
か
ら
こ
そ
「
他
の
悲
酸
に
艱

む
も
の
を
見
て
は
、
同
情
の
感
油
然
と
し
て
湧
き
出
づ
」（
三
二
五
頁
）
と
す
る
。
そ
の
「
同
情
」
は
、「
人
間
が
そ
の
倫
理
的
理
想
に
一
歩

を
近
け
得
た
り
と
感
ず
る
、
滿
足
の
一
快
感
」（
三
二
五
頁
）
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
あ
く
ま
で
も
自
身
の
側
の
倫
理
や
快
感
と
し
て
意
味
づ

け
さ
れ
る
。
そ
れ
は
一
方
的
な
視
線
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
「
悲
劇
の
快
感
」
を
味
わ
え
る
人
間
は
厭
世
的
な
も
の
に
多
く
、
楽
観
的
且

つ
「
樂
世
の
人
」
は
そ
の
惨
憺
や
悲
劇
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
故
に
、
喜
劇
的
な
「
和
樂
文
字
」
に
富
ん
で
い
る
日
本
文
学
に

は
、
悲
劇
的
な
深
刻
に
欠
け
る
も
の
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。

４
（「
美
と
善
」）
以
降
は
、
３
ま
で
は
主
に
文
学
表
現
（
ま
た
は
鑑
賞
）
に
対
す
る
程
度
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
「
同
情
」
が
、
倫
理
的

な
も
の
と
し
て
広
が
り
を
持
た
せ
ら
れ
始
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
以
下
の
10
（「
小
説
と
社
會
の
隠
微
」）
以
後
で
は
さ
ら
に
推
し
進

め
ら
れ
、
そ
れ
は
単
な
る
評
論
視
点
で
は
な
く
、
創
作
態
度
や
倫
理
的
な
基
準
と
し
て
明
確
に
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
文
学
者
（
操
觚
者
）

の
社
会
的
意
義
に
ま
で
拡
張
さ
れ
る
。
以
下
で
い
く
つ
か
み
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
功
利
的
な
「
文
明
開
化
」
の
社
会
と
対
置
さ
れ
た
、
そ
れ
ら
を

矯
正
し
改
革
（
ま
た
は
革
命
）
し
て
い
く
方
法
論
と
し
て
展
開
し
て
い
く
様
子
だ
と
も
言
え
よ
う
。
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（
Ｃ
、
10
～
37
）

10
、「
小
説
と
社
會
の
隠
微
」（
明
治
二
八
年
九
月
一
〇
日
刊
『
靑
年
文
』
第
二
巻
第
二
号
「
時
文
」）（
全
集
一
・
一
九
七
三
、
四
〇
二
─

四
〇
三

頁
）

11
、「
下
流
の
細
民
と
文
士
」（
明
治
二
八
年
九
月
一
〇
日
刊
『
靑
年
文
』
第
二
巻
第
二
号
「
時
文
」）（
全
集
一
・
一
九
七
三
、
四
〇
三
─

四
〇
五

頁
）

12
、「
詩
人
と
同
情
」（
明
治
二
八
年
九
月
一
〇
日
刊
『
靑
年
文
』
第
二
巻
第
二
号
「
時
文
」）（
全
集
一
・
一
九
七
三
、
四
〇
六
頁
）

10
で
は
、「
近
時
風
俗
の
壊
廃
豈
に
い
ふ
に
忍
び
ん
や
」
で
始
ま
る
時
勢
認
識
か
ら
、
こ
こ
二
・
三
年
来
に
は
新
聞
紙
が
社
会
の
裏
面
の

隠
微
を
暴
こ
う
と
す
る
風
潮
が
あ
ら
わ
れ
、
小
説
界
も
同
趣
向
の
作
品
が
出
て
来
た
と
し
て
、
社
会
の
裏
面
を
暴
露
す
る
こ
と
を
鼓
吹
す

る
。
そ
の
際
、
た
だ
醜
態
を
暴
露
す
る
だ
け
で
は
人
心
を
卑
し
く
す
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
「
大
に
其
同
情
の
涙
を
揮
て
人
道
の
爲

に
泣
き
、
道
義
の
爲
に
憤
」（
四
〇
三
頁
）
っ
て
社
会
の
罪
悪
を
暴
露
し
ろ
と
の
方
向
性
を
示
す
。
こ
こ
で
の
「
同
情
」
と
は
「
人
道
」「
道

義
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
倫
理
観
を
伴
う
も
の
と
し
て
あ
り
、
文
末
で
は
「
大
な
る
理
想
を
内
に
懐
き
て
以

て
寫
實
せ
よ
」、「
燃
ゆ
る
が
如
き
同
情
を
注
ぎ
て
以
て
暴
露
せ
よ
」（
四
〇
三
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、「
理
想
・
同
情
」
と
「
寫
實
・
暴
露
」

と
が
一
対
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。

11
で
も
「
同
情
」
の
意
味
や
文
脈
は
同
じ
だ
が
、
現
代
社
会
に
お
け
る
貧
者
は
、
一
度
貧
者
に
転
落
す
れ
ば
固
定
化
さ
れ
、
貧
か
ら
脱
す

る
こ
と
が
容
易
で
は
な
い
社
会
構
造
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
よ
う
な
構
造
的
貧
困
（
下
層
社
会
）
に
あ
る
人
々
は
「
悲
傪
」
で
あ

り
、「
其
生
涯
の
最
も
憫
む
べ
き
も
の
は
彼
の
下
層
社
會
の
徒
に
あ
ら
ず
や
」（
四
〇
四
頁
）
と
の
視
線
を
注
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
視

線
の
中
に
「
滿
腔
の
同
情
」
を
注
ぐ
こ
と
が
作
家
の
態
度
と
し
て
は
必
要
で
、「
彼
等
憫
む
べ
き
の
生
涯
を
描
き
、
彼
等
不
告
の
民
の
爲
に

痛
哭
し
、
大
息
し
、
彼
等
に
代
り
て
何
ぞ
奮
て
天
下
に
愬
ふ
る
を
爲
さ
ゞ
る
」（
四
〇
五
頁
）
こ
と
が
使
命
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
主
張
が
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な
さ
れ
る
際
に
は
、
レ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
、
下
層
社
会
の
構
造
的
貧
困
に
対
し
て
は
伯
夷
叔
斉
や
呑
舟
の
魚
の
故
事
が
引
か
れ
、「
滿
腔
の

同
情
」
を
注
ぐ
べ
き
文
脈
で
は
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ー
ゴ
ー
の
著
作
が
引
か
れ
る
。

12
も
論
旨
は
同
じ
く
、
こ
こ
で
改
め
て
「
詩
人
と
理
学
者
」
の
二
項
対
立
が
反
復
さ
れ
る
。
こ
こ
で
の
新
し
い
用
語
と
し
て
は
「
義
人
」

が
み
ら
れ
、
レ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
は
「
同
情
な
く
む
ば
詩
な
く
、
文
な
く
、
天
下
に
義
人
な
し
」（
四
〇
六
頁
）
と
、
一
続
き
に
並
置
さ
れ

る
。
世
の
中
に
「
大
作
」
が
出
る
に
は
文
士
詩
人
の
「
同
情
」
が
必
要
で
あ
り
、
現
今
に
そ
の
よ
う
な
作
品
が
出
な
い
の
は
「
同
情
」
が
足

り
な
い
か
ら
で
、「
眞
の
救
世
者
出
で
ざ
る
は
、
猶
義
人
の
同
情
足
ら
ざ
る
な
り
」（
四
〇
六
頁
）
と
さ
れ
る
筆
致
か
ら
は
、「
同
情
」
と

「
救
世
」
が
結
び
つ
け
ら
れ
、
こ
の
頃
よ
り
嶺
雲
の
評
論
が
明
確
に
社
会
化
の
傾
向
を
帯
び
て
き
た
様
子
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

19
、「
一
葉
女
史
の
『
に
ご
り
え
』」（
明
治
二
八
年
一
二
月
一
日
刊
『
明
治
評
論
』
第
五
巻
一
号
）（
全
集
一
・
一
九
七
三
、
四
九
三
─
五
〇
四
頁
）

　

一
葉
の
『
に
ご
り
え
』
評
に
入
る
前
に
、
20
で
論
じ
ら
れ
る
「
境
遇
と
霊
性
」
と
同
じ
主
張
が
展
開
さ
れ
る
。
境
遇
の
罪
と
、
そ
の
人
が

本
来
有
し
て
い
る
霊
性
と
は
別
物
で
あ
る
こ
と
、「
智
」
や
「
意
」
は
差
別
や
真
偽
を
生
ず
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
と
霊
性
と
は
異
な
る
こ

と
、「
情
」
は
純
で
あ
る
が
「
智
」
や
「
意
」
に
よ
っ
て
く
ら
ま
さ
れ
て
し
ま
う
な
ど
の
認
識
枠
は
、
嶺
雲
が
漢
文
科
出
身
で
あ
り
漢
学
に

通
暁
し
て
い
る
点
よ
り
み
れ
ば
、
中
国
哲
学
に
お
け
る
「
理
気
二
元
論
」
の
ロ
ジ
ッ
ク
と
同
型
で
あ
る
面
も
指
摘
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
な

視
点
を
も
っ
て
人
を
観
る
と
き
、
そ
こ
に
は
「
寛
恕
」
が
あ
り
「
同
情
」
が
あ
り
、
そ
れ
が
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
」
で
あ
り
、
ユ
ー
ゴ
ー
が

同
情
の
憐
み
を
も
っ
て
ジ
ャ
ン
・
バ
ル
ジ
ャ
ン
を
写
し
た
こ
と
に
通
じ
る
と
す
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
寛
恕
」
や
「
同
情
」
こ
そ

小
説
家
が
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
目
で
あ
る
と
し
、
法
律
や
罰
則
が
行
い
や
結
果
を
律
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
此
間
に
在
て

其
心
術
に
入
り
、
精
神
を
問
ひ
、
こ
れ
が
爲
め
に
同
情
を
表
し
て
慰
藉
の
涙
を
そ
ゝ
ぐ
も
の
は
獨
り
小
説
家
あ
る
の
み
」（
四
九
五
頁
）
と

強
調
す
る
。
小
説
家
の
眼
は
「
其
美
中
醜
を
認
め
、
醜
中
美
を
認
む
る
の
邊
に
在
て
存
す
」（
四
九
六
頁
）
よ
う
に
、
悪
の
な
か
に
も
善
を
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み
、
善
の
な
か
に
も
悪
を
み
る
よ
う
な
複
眼
的
な
視
点
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

こ
の
よ
う
な
複
眼
的
な
視
線
、
同
情
的
な
視
線
を
有
し
た
近
作
の
白
眉
と
し
て
、
一
葉
『
に
ご
り
え
』
評
に
移
る
。「
吾
人
は
一
葉
女
史

が
『
濁
江
』
一
篇
を
讀
み
て
深
く
作
者
が
犀
利
の
眼
光
と
、
溢
る
ゝ
が
如
き
同
情
と
に
服
す
」（
四
九
六
頁
）
と
い
う
言
葉
に
、
本
作
に
た

い
す
る
最
大
級
の
賛
辞
が
込
め
ら
れ
て
い
よ
う
。
お
力
と
い
う
売
女
は
婦
人
の
貞
操
を
破
る
卑
猥
な
存
在
で
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
は
あ
く
ま

で
も
境
遇
の
罪
で
あ
り
、
女
徳
の
最
も
大
切
で
あ
る
貞
操
を
破
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
だ
が
、
た
だ
そ
の
結
果
だ
け
を
指
し
て
非
難
す
る
こ

と
は
境
遇
と
霊
性
を
混
同
し
て
い
る
の
だ
と
言
う
。「
嗚
呼
天
下
賣
春
の
女
を
指
し
て
禽
獣
と
い
ふ
、
而
か
も
此
憐
む
べ
き
女
児
の
貞
操
を

破
ら
し
む
る
境
遇
の
罪
の
更
に
惡
む
べ
き
を
知
ら
ざ
る
な
り
、
憶
」（
四
九
八
頁
）
と
嘆
息
す
る
ほ
ど
に
、
お
力
に
対
す
る
周
囲
の
視
線
に

は
、
境
遇
と
霊
性
（
自
己
）
と
を
混
同
し
た
批
判
も
多
か
っ
た
様
子
を
伺
わ
せ
る
。

27
、「
詩
人
と
人
道
」（
明
治
二
九
年
三
月
二
〇
日
刊
『
日
本
人
』
第
一
八
号
）（
全
集
二
・
一
九
八
七
、
四
九
─
五
三
頁
）

　
「
人
道
と
は
何
ぞ
、
相
憐
の
謂
の
み
、
相
憐
と
は
何
ぞ
、
同
情
の
謂
の
み
」
か
ら
始
ま
る
一
文
は
、
今
の
小
説
家
は
人
間
社
会
の
暗
黒
面

を
描
く
こ
と
を
誇
る
も
の
の
、
し
か
し
そ
れ
は
果
た
し
て
よ
く
下
層
社
会
細
民
の
た
め
に
泣
き
、
悲
惨
の
境
遇
を
描
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う

か
と
疑
義
を
呈
す
る
。「
彼
等
の
奇
僻
の
人
間
を
描
く
や
よ
し
、
不
具
の
人
間
を
寫
す
や
よ
し
、
然
れ
ど
も
飢
に
叫
び
寒
に
泣
く
悲
傪
の
境

遇
は
彼
等
の
題
目
た
る
能
は
ざ
る
べ
き
歟
」（
四
九
頁
）
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
今
の
小
説
家
は
、
下
層
社
会
や
不
具
の
人
間
を
題
材
に

と
る
こ
と
が
流
行
し
て
い
る
時
流
に
乗
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
批
判
を
加
え
る
。

　

文
章
の
中
盤
で
は
、
貧
に
陥
る
も
の
は
自
己
責
任
の
一
面
も
た
し
か
に
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
の
多
く
は
社
会
の
構
造
に
よ
っ
て
貧
に
落
ち

る
の
で
あ
っ
て
、
さ
ら
に
は
犯
罪
や
悪
に
手
を
染
め
る
し
か
術
が
な
い
状
況
そ
れ
自
体
に
批
判
の
矛
先
を
向
け
る
。「
嗚
呼
衣
食
足
て
後
礼

節
を
敎
ゆ
べ
き
の
み
、
貧
者
の
罪
を
犯
す
や
、
其
責
其
人
に
あ
ら
ず
し
て
其
貧
に
あ
り
、
彼
等
を
し
て
此
罪
惡
を
犯
さ
ゞ
る
能
は
ざ
ら
し
む
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る
の
運
命
、
寧
ろ
憐
む
べ
く
し
て
惡
む
べ
き
も
の
あ
る
を
見
ず
」（
五
一
─

五
二
頁
）
と
の
一
文
に
は
、
19
（「
一
葉
女
史
の
『
に
ご
り
え
』」）

や
20
（「
境
遇
と
靈
性
」）
で
指
摘
さ
れ
た
、
境
遇
に
よ
っ
て
悪
を
犯
す
も
の
の
、
そ
の
悪
は
本
人
の
自
己
そ
れ
自
体
と
は
区
別
さ
れ
る
と
い

う
認
識
が
一
貫
し
て
い
る
。

　

後
半
で
は
、
当
代
の
宗
教
家
は
貧
者
の
庇
護
者
と
な
り
代
弁
者
と
な
る
こ
と
は
職
責
で
あ
る
も
の
の
、「
而
る
も
彼
等
の
慈
善
を
名
と
す

る
も
、
實
は
己
れ
の
宗
敎
に
利
せ
ん
と
す
る
私
心
の
其
間
に
介
せ
る
を
免
れ
ず
。
彼
等
の
多
く
は
僞
善
者
な
り
、
其
名
を
美
に
し
て
其
行
を

匿
に
す
、
彼
等
に
は
以
て
此
等
の
貧
者
を
托
す
べ
き
に
非
ず
、
未
来
の
福
田
を
説
て
貧
者
の
財
嚢
を
絞
る
が
如
き
は
更
に
酷
だ
し
、
斷
じ
て

貧
者
の
味
方
に
非
ず
」（
五
二
─

五
三
頁
）
と
し
て
、
非
常
に
強
く
批
判
す
る
。
そ
の
よ
う
な
宗
教
者
に
利
用
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
詩
人
文

士
こ
そ
が
彼
ら
に
真
の
憐
み
や
「
同
情
」
を
注
ぐ
こ
と
を
求
め
、
そ
の
態
度
は
「
而
れ
ど
も
錢
の
爲
め
に
文
を
賣
り
、
銭
の
為
め
に
書
肆
に

叩
頭
す
る
も
の
の
よ
く
す
る
所
に
あ
ら
ず
、
一
身
を
以
て
人
道
の
爲
め
殉
じ
、
毀
誉
禍
福
を
以
て
度
外
に
措
く
の
熱
誠
あ
る
を
要
す
」（
五

三
頁
）
と
、
ま
さ
し
く
宗
教
家
以
上
に
宗
教
家
的
な
情
熱
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
説
く
に
至
る（

（1
（

。

31
、「
文
士
の
品
格
」（
明
治
二
九
年
八
月
一
〇
日
刊
『
靑
年
文
』
第
四
巻
第
一
号
「
時
文
」）（
全
集
二
・
一
九
八
七
、
一
五
〇
─
一
五
一
頁
）

　

小
説
家
が
狭
斜
（
＝
遊
廓
）
を
題
材
と
す
る
こ
と
は
構
わ
な
い
が
、
最
近
の
小
説
家
た
ち
は
狭
斜
小
説
の
流
行
に
乗
っ
て
い
る
も
の
ば
か

り
だ
と
批
判
す
る
。
そ
こ
で
は
写
実
を
衒
う
よ
う
に
、
狭
斜
世
界
の
言
葉
や
状
景
を
描
く
も
の
の
、
そ
れ
は
狭
斜
世
界
に
通
で
あ
る
こ
と
を

こ
と
さ
ら
示
す
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
描
く
べ
き
対
象
へ
の
「
同
情
」
が
無
い
と
い
う
。
そ
の
描
き
方
に
対
し
て
は
、
過
剰
な
写
実
を
省
略

す
る
こ
と
を
勧
め
、
同
時
に
、
狭
斜
世
界
は
「
士
君
子
の
ま
さ
に
之
を
口
に
す
る
す
ら
も
耻
づ
べ
き
所
」
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う

な
狭
斜
世
界
の
状
況
を
写
実
に
よ
り
細
々
と
描
く
こ
と
は
「
彼
等
文
士
た
る
も
の
の
品
格
を
知
ら
ざ
る
の
甚
だ
し
き
も
の
」（
一
五
一
頁
）

と
批
判
す
る
。
こ
の
指
摘
は
、
す
で
に
江
見
水
蔭
『
泥
水
清
水
』（
明
治
二
九
年
四
月
一
〇
日
刊
『
文
藝
倶
樂
部
』
第
二
巻
第
三
編
）
に
対
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す
る
評
言
（「『
泥
水
清
水
』」
明
治
二
九
年
五
月
一
〇
日
刊
『
靑
年
文
』
第
三
巻
第
四
号
「
時
文
」）
で
な
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
広
津
柳
浪

『
今
戸
心
中
』（
明
治
二
九
年
七
月
一
〇
日
刊
）
を
読
ん
で
同
じ
こ
と
を
感
じ
た
と
い
う
。
な
お
こ
こ
に
は
、『
今
戸
心
中
』
が
廓
言
葉
や
遊

女
の
内
面
を
よ
く
描
い
て
い
る
と
い
っ
た
同
時
代
の
評
価
軸
と
は
別
の
、
嶺
雲
な
ら
で
は
の
評
価
軸
が
存
す
る
点
が
明
ら
か
に
読
み
取
れ

る（
（1
（

。

こ
の
他
、
ま
た
こ
れ
以
降
の
評
言
に
お
い
て
も
、
文
壇
の
流
行
に
追
従
し
、
名
利
を
求
め
て
活
動
す
る
態
度
を
「
僞
文
學
者
」
や
「
穀
潰
」
な

ど
と
非
常
に
強
い
口
調
で
批
判
し
、
文
学
者
が
名
声
や
安
逸
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
文
や
詩
の
た
め
に
身
を
殉
ず
る
こ
と
を
熱
烈
に
求
め
る
筆

致
が
続
き
、
新
進
作
家
た
ち
に
現
今
の
文
壇
を
刷
新
・
革
命
す
る
気
概
を
持
つ
よ
う
強
く
鼓
吹
し
て
い
く
点
が
特
徴
だ
と
言
え
る
（
例
え
ば
、

「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
チ
ー
」
明
治
二
九
年
一
月
一
〇
日
刊
『
靑
年
文
』
第
二
巻
第
六
号
「
時
文
」、「
操
觚
者
の
腐
敗
」
明
治
二
九
年
五
月
一
〇
日
刊

『
靑
年
文
』
第
三
巻
第
四
号
「
時
文
」、「
近
時
小
説
の
傾
向
」
明
治
二
九
年
一
一
月
五
日
刊
『
靑
年
文
』
第
四
巻
第
四
号
「
時
文
」、「
紛
々
た
る

所
謂
文
學
者
を
如
何
か
す
べ
き
」
明
治
二
九
年
一
二
月
五
日
刊
『
靑
年
文
』
第
四
巻
第
五
号
「
時
文
」、「
靑
年
の
意
氣
」「
靑
年
に
及
ぼ
せ
る
功

利
的
文
明
の
弊
」「
新
進
作
家
を
壑
中
に
擠
落
せ
よ
」
明
治
三
〇
年
一
月
一
〇
日
刊
『
靑
年
文
』
第
四
巻
第
六
号
「
時
文
」
な
ど
）。
そ
れ
ら
の
論

旨
は
10
（「
小
説
と
社
會
の
隠
微
」）
以
降
で
展
開
さ
れ
る
社
会
志
向
の
視
点
と
大
差
な
い
た
め
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

以
上
に
み
て
き
た
認
識
を
こ
こ
で
「
同
情
」
観
と
呼
べ
ば
、
そ
の
論
理
の
構
造
と
し
て
は
、
嶺
雲
自
身
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
点
が
参
考

と
な
ろ
う
。

　

そ
れ
同
情
は
我
を
以
て
彼
と
す
る
な
り
、
彼
を
以
て
我
と
す
る
な
り
。（
中
略
）
主
觀
を
以
て
客
象
に
對
し
、
而
し
て
唯
に
其
客
象
の
表

現
を
み
る
の
み
な
ら
ず
、
更
に
よ
く
其
内
層
に
徹
す
る
を
得
る
所
以
の
者
は
、
唯
主
觀
に
同
情
な
る
も
の
あ
り
、
自
ら
内
に
省
み
、
己
を
以

て
人
に
及
ぼ
せ
ば
な
り
。
故
に
同
情
に
よ
り
て
描
寫
せ
ら
れ
ざ
る
の
性
格
は
皮
相
の
み
、
活
躍
せ
ず（

（1
（

。（
30
「
露
伴
」（
全
集
二
・
一
九
八
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七
、
七
八
頁
））

こ
こ
で
は
、
対
象
を
憐
れ
む
と
い
う
よ
り
、
そ
の
対
象
と
同
化
ま
た
は
同
じ
よ
う
な
立
場
に
可
能
な
限
り
近
づ
く
こ
と
で
対
象
を
把
握
す
る
、

と
い
う
視
線
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
「
同
情
」
観
は
、
嶺
雲
に
と
っ
て
の
あ
る
種
の
方
法
論
と
し
て
も
貫
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
下

層
社
会
に
取
材
し
た
「
悲
惨
小
説
」
や
「
観
念
小
説
」
を
積
極
的
に
評
価
し
て
い
く
文
芸
評
論
に
繋
が
る
が（

（1
（

、
そ
れ
故
に
こ
そ
、
彼
の
評
価
軸
に

満
た
な
い
作
家
と
作
品
群
を
手
厳
し
く
批
判
す
る
こ
と
に
も
な
る（

（1
（

。

さ
て
、
右
に
み
て
き
た
嶺
雲
に
お
け
る
「
同
情
」
は
、
彼
の
来
歴
を
補
助
線
と
す
る
こ
と
で
、
そ
の
言
説
の
意
義
を
よ
り
ク
リ
ア
ー
に
す
る
こ

と
が
出
来
よ
う
。
彼
の
郷
里
が
土
佐
で
あ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
周
知
の
よ
う
に
、
土
佐
は
当
時
に
お
け
る
自
由
民
権
論
の
本
拠
で
も
あ

る
。
嶺
雲
は
村
に
で
き
た
民
権
論
の
「
社（

（1
（

」
に
参
加
し
、
石
井
村
小
学
校
で
開
催
さ
れ
た
「
学
術
演
説
会
」
で
は
数
え
で
一
三
歳
（
満
一
一
歳
）

の
時
に
講
演
す
る
な
ど
、
そ
の
早
熟
ぶ
り
が
見
て
と
れ
よ
う
。
し
か
し
彼
は
演
説
下
手
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
そ
れ
以
降
は
自
身
で
も
「
演
説
と
い

ふ
者
は
殆
ど
絶
對
に
爲
な
か
つ
た
」（
全
集
五
・
一
九
六
九
、
五
一
二
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
後
、
明
治
一
六
（
一
八
八
三
）
年
九
月
に
官

立
の
大
阪
中
学
校
に
入
学
し
、
在
学
中
の
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
に
は
、
当
時
の
文
部
大
臣
・
森
有
礼
に
よ
っ
て
下
さ
れ
た
学
制
改
革
に

よ
っ
て
大
阪
中
学
校
（
明
治
一
八
＝
一
八
八
五
年
七
月
に
は
大
学
分
校
と
改
称
さ
れ
て
い
た
）
は
第
三
高
等
中
学
校
と
な
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
学

校
は
軍
隊
的
に
律
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、「
寄
宿
舎
生
の
自
由
は
甚
し
く
束
縛
せ
ら
れ
た
」
嶺
雲
た
ち
は
、
お
も
に
舎
監
を
標
的
と
し
て
反
抗

し
た
と
い
う
（
全
集
五
・
一
九
六
九
、
五
三
一
─

五
三
三
頁
）。
し
か
し
、
そ
の
際
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
禁
外
出
者
の
牢
獄
の
な
か
で
他
の
生
徒
か

ら
の
毎
日
の
差
し
入
れ
の
菓
子
を
食
べ
て
い
た
嶺
雲
は
、
そ
れ
が
原
因
と
な
り
胃
を
害
す
る
こ
と
と
な
り
、
以
後
三
年
半
に
わ
た
る
闘
病
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
。

早
熟
な
が
ら
に
自
由
民
権
論
に
感
化
さ
れ
て
い
た
嶺
雲
に
と
っ
て
、
学
校
に
お
け
る
圧
制
は
大
き
な
ス
ト
レ
ス
と
し
て
あ
り
得
た
で
あ
ろ
う

し
、
生
来
的
に
あ
ま
り
丈
夫
と
は
言
え
な
い
身
体
を
害
し
、
青
年
期
の
多
く
の
時
間
を
闘
病
に
費
や
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
境
遇
は
、
嶺
雲
に
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と
っ
て
は
か
な
り
大
き
な
事
実
と
し
て
影
響
し
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。
さ
ら
に
は
学
校
を
退
学
し
て
帰
郷
し
た
療
養
中
に
父
が
他
界
し
た
こ

と
（
明
治
二
一
＝
一
八
八
八
年
）、
そ
の
後
に
上
京
し
て
入
学
し
た
漢
文
科
に
し
て
み
て
も
、
選
科
生
で
は
学
士
号
を
持
つ
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
環
境
も
考
慮
す
れ
ば（

（2
（

、
嶺
雲
の
人
生
は
順
風
満
帆
な
輝
か
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
も
考
慮
し
て
、
家
永
は
嶺

雲
の
人
生
を
「
失
敗
の
生
涯
」（
家
永
一
九
五
五
、
一
八
六
頁
）
と
呼
ぶ
が
、
本
稿
で
も
そ
の
よ
う
な
「
失
敗
者
」
な
い
し
「
敗
者
」
の
位
置
取

り
は
、
彼
の
「
同
情
」
観
を
考
え
て
い
く
う
え
で
一
定
の
意
義
を
有
す
る
と
考
え
る
。
史
実
的
に
み
て
も
、
彼
が
幼
年
期
に
携
わ
っ
た
自
由
民
権

運
動
に
は
「
敗
者
」
の
面
が
み
ら
れ
よ
う
し
、
学
制
改
革
に
対
し
て
み
て
も
、
結
果
的
に
は
発
病
か
ら
の
闘
病
と
い
う
「
敗
者
」
の
位
置
に
嶺
雲

は
あ
る
。

こ
の
「
敗
者
」
の
位
置
取
り
は
、
彼
の
言
説
に
み
ら
れ
る
「
自
由
」
を
論
じ
た
文
章
を
参
照
す
る
と
き
、
よ
り
明
確
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
初
期
の
評
論
に
お
い
て
「
自
由
」
に
関
し
て
論
じ
た
も
の
が
若
干
み
ら
れ
る
が
（「
如
是
（
第
一
）
自
由
上
」
明
治
二
五
年
一
二
月
五
日
刊

『
亞
細
亞
』
第
六
八
号
、「
如
是
（
第
二
）
自
由
下
」
明
治
二
五
年
一
二
月
一
九
日
刊
『
亞
細
亞
』
第
七
〇
号
）、
そ
こ
で
は
「
説
く
を
休
め
よ
、

人
間
に
自
由
あ
り
と
。（
中
略
）
然
る
に
吾
人
は
何
れ
の
處
に
か
、
自
由
を
求
め
む
と
す
る
。
よ
し
此
社
會
は
進
歩
し
て
金
甌
無
欠
の
域
に
至

り
、
平
等
の
天
下
を
造
り
出
す
を
得
る
も
の
と
す
る
も
、
而
か
も
吾
人
は
天
然
の
壓
制
を
如
何
せ
ん
や
」（
全
集
一
・
一
九
七
三
、
三
一
頁
）
と

か
、「
自
由
を
欲
す
る
は
萬
物
の
情
な
り
。
自
由
能
は
ざ
る
は
、
宇
宙
の
理
な
り
。（
中
略
）
萬
物
皆
其
自
由
を
得
ざ
る
所
、
乃
ち
宇
宙
の
大
義
存

焉
」（
全
集
一
・
一
九
七
三
、
八
頁
）
な
ど
の
、
諦
観
的
な
認
識
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
を
裏
書
き
す
る
よ
う
に
、
以
後
の
論
評
で

は
「
自
由
」
に
関
す
る
言
説
は
後
退
し
、
代
わ
り
に
先
に
み
て
き
た
「
同
情
」
が
多
く
目
に
つ
く
よ
う
に
な
る
が
、
後
年
の
論
評
中
（「
嗚
呼
新

年
」
明
治
二
九
年
一
月
五
日
刊
『
日
本
人
』
第
一
三
号
）
で
も
「
所
謂
自
由
な
る
も
の
、
こ
れ
痴
人
の
説
夢
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
。（
中
略
）
人
生

は
畢
竟
繫
縛
の
み
、
唯
死
や
解
脱
な
り
」（
全
集
一
・
一
九
七
三
、
五
五
三
頁
）
と
、
宗
教
的
な
認
識
と
と
も
に
人
間
の
不
自
由
さ
が
論
じ
ら
れ

る
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
そ
う
い
っ
た
認
識
の
も
と
で
、
な
お
現
実
の
世
界
に
目
を
向
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
矛
先
が
貧
民
や
下
層
社
会
に
焦
点

が
絞
ら
れ
て
い
く
様
は
、
同
時
代
の
経
済
恐
慌
や
日
清
戦
争
に
よ
る
社
会
経
済
環
境
の
変
動
な
ど
を
考
慮
す
れ
ば
さ
ほ
ど
無
理
の
な
い
展
開
で
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あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
嶺
雲
が
「
同
情
」
を
向
け
た
下
層
社
会
の
住
人
こ
そ
、
人
間
の
不
自
由
さ
が
凝
縮
さ
れ
た
感
さ
え
は
ら
み
、
そ
こ
で

は
い
く
ら
「
自
由
」
が
声
高
に
唱
え
ら
れ
た
と
し
て
も
空
疎
で
す
ら
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
環
境
に
あ
る
人
々
に
対
し
て
届
き
う
る
言
葉
、
ま
た
は

そ
の
よ
う
な
人
々
の
環
境
を
、
そ
う
で
は
な
い
環
境
で
生
き
る
人
々
に
向
け
て
通
知
す
る
言
葉
も
し
く
は
態
度
と
し
て
、「
同
情
」
が
論
じ
ら
れ

る
に
至
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
こ
に
は
多
分
に
、
嶺
雲
の
「
敗
者
」
の
位
置
取
り
が
掉
さ
し
て
い
る
と
本
稿
で
は
捉
え
て
お
く（

（2
（

。

し
か
し
「
同
情
」
の
言
説
そ
の
も
の
は
、
当
時
に
お
い
て
は
彼
一
人
に
占
有
さ
れ
る
特
異
な
認
識
で
あ
っ
た
訳
で
は
な
い
。
次
節
で
は
そ
の
点

を
、
嶺
雲
の
「
同
情
」
観
に
影
響
を
与
え
た
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
哲
学
の
日
本
に
お
け
る
受
容
と
、
嶺
雲
と
は
若
干
異
な
る
方
向
で
「
同
情
」

論
を
展
開
し
た
島
村
抱
月
に
お
け
る
そ
れ
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
嶺
雲
の
「
同
情
」
観
の
相
対
的
な
位
置
ど
り
を
考
え
て
み
た
い
。

三 　
同
時
代
に
お
け
る
「
同
情
」
論

嶺
雲
の
評
論
中
に
は
、
漢
学
的
な
素
養
に
も
と
づ
く
認
識
や
イ
ン
ド
も
含
め
た
東
洋
思
想
、
表
①
４
（「
美
と
善
」）
で
挙
げ
ら
れ
た
西
欧
の
諸

思
想
な
ど
、
明
治
近
代
の
言
説
環
境
の
下
で
様
々
な
も
の
を
摂
取
し
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
本
稿
で
対
象
と
す
る
彼
の
「
同
情
」
に
つ
い
て

は
、
漢
学
的
な
知
見
以
外
に
は
特
に
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
哲
学
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
そ
の
受
容
環
境
に
つ
い
て
概
観
し

て
お
き
た
い
。

近
代
日
本
に
お
け
る
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
哲
学
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
大
き
く
三
つ
の
時
期
（
①
明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
、
②
明
治
二

六
（
一
八
九
三
）
年
、
③
明
治
四
四
・
四
五
（
一
九
一
一
・
一
九
一
二
）
年
）
が
画
期
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
（
兵
頭
一
九
九
〇
、
一
二
四（

（2
（

頁
）。

明
治
初
期
に
ベ
ン
サ
ム
や
ミ
ル
流
の
功
利
主
義
や
コ
ン
ト
流
の
実
証
主
義
を
中
心
と
し
た
英
仏
系
の
啓
蒙
思
想
を
導
入
し
て
以
降
、
ス
ペ
ン
サ
ー

流
の
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
な
ど
も
唱
導
さ
れ
る
が
、
明
治
一
〇
年
代
以
降
に
明
治
政
府
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
が
強
ま
る
に
つ
れ
、
ド
イ
ツ
・
プ
ロ
イ

セ
ン
系
の
観
念
的
・
保
守
的
な
原
理
が
奨
励
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
方
針
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
東
京
大
学
に
も
ド
イ
ツ
・
プ
ロ
イ
セ
ン
系
の
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学
問
が
導
入
さ
れ
て
い
く
。
制
度
的
に
は
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
の
「
帝
国
大
学
令
」
に
よ

り
当
該
路
線
が
明
確
化
さ
れ
る
が
、
哲
学
・
思
想
面
に
お
い
て
は
、
明
治
一
七
年
に
結
成
さ
れ
た

「
哲
学
会
」
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
井
上
哲
次
郎
（
一
八
五
五
─

一
九
四
四
）、
井
上
円
了
（
一
八
五

八
─

一
九
一
九
）、
三
宅
雪
嶺
（
一
八
六
〇
─

一
九
四
五
）
な
ど
の
東
京
大
学
哲
学
科
の
卒
業
生
た

ち
の
動
向
が
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
受
容
の
面
か
ら
は
注
目
さ
れ
る
。
嶺
雲
が
文
科
大
学
の
漢

文
科
に
在
籍
し
た
時
期
は
前
述
の
よ
う
に
明
治
二
四
─

二
七
年
だ
が
、
先
の
受
容
時
期
区
分
の
一

つ
で
も
あ
る
明
治
二
六
年
に
は
、
六
年
間
（
明
治
一
七
─

二
三
年
）
の
ド
イ
ツ
留
学
を
終
え
た
井

上
哲
次
郎
が
「
哲
学
・
哲
学
史
（
第
一
講
座
）」
の
担
当
者
と
し
て
名
を
連
ね
（
表
②
）、
さ
ら
に

は
哲
学
科
初
の
外
国
人
講
師
で
あ
る
ブ
ッ
セ
（Ludw

ing Busse 

一
八
六
二
─

一
九
〇
七
）
の
後

任
と
し
て
、
ド
イ
ツ
系
ロ
シ
ア
人
の
ケ
ー
ベ
ル
（Radphael von K

oeber 

一
八
四
八
─

一
九
二

三
）
が
着
任
し
て
い
る
。
日
本
に
お
け
る
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
受
容
の
キ
ー
マ
ン
で
あ
る
こ
と

と
、
所
属
学
科
は
違
え
ど
も
嶺
雲
の
在
学
中
に
お
け
る
講
師
で
あ
る
面
と
を
考
慮
し
、
こ
こ
で
は

井
上
と
ケ
ー
ベ
ル
に
お
け
る
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
理
解
に
絞
っ
て
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。

井
上
の
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
理
解
の
根
底
に
は
、「
現
象
即
実
在
論
」
と
呼
ば
れ
る
思
考
形

態
が
指
摘
さ
れ
る
（
井
上
二
〇
〇
七
、
四
八
頁（

（2
（

）。
こ
れ
は
、
井
上
が
東
京
大
学
で
原
坦
山
（
一

八
一
九
─

一
八
九
二
）
の
「
仏
典
講
義
（
後
に
「
印
度
哲
学
」
と
改
称
）」
で
『
大
乗
起
信
論
』
そ

の
他
の
大
乗
仏
教
の
哲
学
的
思
考
を
学
び
、
そ
れ
を
ヒ
ン
ト
に
構
想
し
た
と
さ
れ
る
も
の
だ
が

（
渡
部
二
〇
一
四
、
一
一
六（

（2
（

頁
）、
論
理
構
造
と
し
て
は
「
一
元
論
」
が
特
徴
と
な
り
、
東
洋
的
な

一
元
論
を
示
す
こ
と
で
西
洋
哲
学
流
の
二
元
論
的
思
考
に
対
抗
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
言
わ
れ

表②（明治 26 ─ 30 年までの文科大学各講座担当者
（23）

） 

講座名 区分 講師名 担当時期
漢学、支那語学 第一講座 島田重禮 明治 26.9.9 ～

第二講座 竹添進一郎 明治 26.10.28 ～ 28.9.26
根本通明（講師） 明治 28.10.5 ～ 29.10.27
根本通明（教授） 明治 29.10.27 ～

第三講座 宮島大八（分担） 明治 28.1.30 ～
三島毅（分担） 明治 28.10.5 ～ 29.3.13
那珂通世（分担） 明治 29.5.5 ～

哲学、哲学史 第一講座 井上哲次郎 明治 26.9.9 ～
第二講座 　 　
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る
。
こ
の
よ
う
な
一
元
論
的
な
思
考
を
井
上
は
日
本
的
哲
学
の
土
台
に
据
え
、
留
学
中
に
触
れ
た
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
や
ハ
ル
ト
マ
ン
の
哲
学

が
「
西
方
キ
リ
ス
ト
教
的
二
元
論
と
は
異
な
る
、
一
種
の
神
秘
主
義
的
一
元
論
、
云
い
換
え
れ
ば
、
東
方
的

0

0

0

、
東
洋
的
な
本
体
的
一
元
論
の
発
想

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
持
っ
て
い
た
」（
井
上
二
〇
〇
七
、
五
六
─

五
七
頁
、
傍
点
マ
マ
）
か
ら
こ
そ
、『
大
乗
起
信
論
』
的
な
発
想
を
彼
ら
の
内
に
読
み
取
っ
た
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
思
考
は
、
中
国
北
宋
時
代
の
程
伊
川
（
一
〇
三
三
─

一
一
〇
七
）
の
理
一
元
論
的
な
発
想
に
も
と
づ
く
「
理
一
分
殊
」
論

や
「
体
・
用
」
の
論
理
、
朱
子
学
に
も
影
響
を
与
え
た
華
厳
哲
学
に
お
け
る
「
理
事
無
礙
・
事
事
無
礙
」
の
考
え
に
も
通
底
し
、「
内
在
的
超

越
」
の
論
理
と
し
て
東
洋
的
発
想
の
根
幹
を
な
す
も
の
と
把
握
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ケ
ー
ベ
ル
に
お
け
る
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
理
解
に
も
似
た
よ
う
な
趣
向
が
認
め
ら
れ
る
。
ケ
ー
ベ
ル
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

は
内
向
的
且
つ
受
動
的
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
理
解
に
も
東
方
キ
リ
ス
ト
教
（
ロ
シ
ア
正
教
）
的
な
理
解
、
す
な
わ
ち
神
秘
主
義
的
で
形
而
上

的
傾
向
が
極
め
て
強
く
、
哲
学
の
根
底
に
は
神
秘
的
と
も
思
わ
れ
る
知
的
直
観
が
働
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
よ
く
語
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の

よ
う
な
認
識
か
ら
理
解
さ
れ
る
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
哲
学
は
、
神
秘
主
義
的
実
在
論
と
し
て
読
み
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
、
世
界
に
内
在
す
る

超
越
的
存
在
と
の
直
結
的
な
関
係
（「
合
体
」、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
的
に
は
「
涅
槃
」）
へ
と
い
た
る
よ
う
な
、
一
元
論
的
な
思
考
形
態
を
と

る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
井
上
に
お
い
て
も
ケ
ー
ベ
ル
に
お
い
て
も
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
哲
学
は
一
元
論
的
な
認
識
枠
で
把
握
さ
れ
る
点
で
共
通
し

て
お
り
、
そ
れ
は
嶺
雲
の
「
同
情
」
論
に
お
い
て
も
通
じ
て
い
る
。
表
①
４
（「
美
と
善
」）
で
開
陳
さ
れ
る
無
差
別
無
分
別
の
状
態
や
、
為
す
と

こ
ろ
は
違
っ
て
も
達
す
る
と
こ
ろ
は
同
じ
で
あ
る
と
い
う
認
識
、
相
対
を
超
え
て
絶
対
に
至
る
（「
道
と
躰
を
合
す
る
」）
点
を
『
荘
子
』
の
「
斉

物
論
」
を
援
用
し
て
主
張
す
る
論
理
が
そ
れ
に
当
た
る
が
、
こ
の
一
元
論
的
な
認
識
枠
で
理
解
さ
れ
る
「
同
情
」
論
は
、
同
時
代
で
は
嶺
雲
以
外

に
、
例
え
ば
島
村
抱
月
（
一
八
七
一
─

一
九
一
八
）
に
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
東
京
専
門
学
校
（
現
・
早
稲
田
大
学
）
の
卒
業
論
文
（「
覺
の

性
質
を
概
論
し
て
美
覺
の
要
状
に
及
ぶ（

（2
（

」）
を
も
と
に
、
明
治
二
七
年
の
『
早
稲
田
文
学
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
審
美
的
意
識
の
性
質
を
論
ず（

（2
（

」
に

お
い
て
彼
の
「
同
情
」
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
論
理
を
概
観
し
て
お
く（

（2
（

。
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当
該
論
文
の
主
要
な
論
旨
は
、「
主
觀
の
面
に
立
ち
て
、
審
美
的
意
識
の
成
る
次
第
を
研
究
す
る
に
あ
り
。
思
ふ
に
、
審
美
の
意
識
は
結
局
我

他
の
同
情
を
本
と
す
。
同
情
の
性
質
を
知
ら
ん
と
せ
ば
、
ま
づ
、
情
の
由
り
て
來
た
る
處
を
審
に
し
、
そ
が
知
と
意
と
に
對
す
る
地
位
を
明
め
ざ

る
べ
か
ら
ず（

（2
（

」
と
、
審
美
的
な
意
識
の
成
り
立
ち
と
、
そ
れ
を
構
成
す
る
「
同
情
」
の
理
論
的
考
察
に
あ
る
が
、
そ
の
考
察
に
際
し
て
は
カ
ン

ト
、
ヒ
ュ
ー
ム
、
シ
ラ
ー
、
ハ
ル
ト
マ
ン
ら
も
引
用
さ
れ
つ
つ
、
大
枠
で
は
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
「
同
情
」
理
論
が
参
照
さ
れ
る
。
抱
月
は

ま
ず
「
同
情
」
を
「
同
悲
の
情
」（
真
同
情
）
と
「
憐
愍
の
情
」（
準
同
情
）
と
に
分
け
、
前
者
は
「
自
ら
其
の
地
に
立
ち
た
る
心
地
し
て
、
悲
を

同
じ
く
す
る
」
も
の
、
後
者
は
「
他
を
憫
れ
と
見
る
」
も
の
と
規
定
す
る（

（3
（

。
そ
れ
は
仏
教
に
由
来
す
る
「
平
等
我
（
平
等
の
情
）」
と
「
差
別
我

（
差
別
の
情
）」
に
も
言
い
換
え
ら
れ
る
が
、「
準
同
情
」
が
概
念
や
知
識
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
差
別
我
」
で
あ
る
の
に
対

し
、「
真
同
情
」
は
我
他
の
区
別
を
超
越
す
る
ゆ
え
に
「
平
等
我
」
に
い
た
る
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
の
「
真
同
情
」
は
、
概
念
や
知
識
に
よ
る
知

的
操
作
な
し
に
「
理
想
（
イ
デ
ー
）」
を
「
直
覚
」
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
具
体
的
な
現
実
生
活
の
な
か
で
達
成
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
反
面
、「
美
術
界
」
に
お
い
て
だ
け
実
現
さ
れ
る
。
こ
の
発
想
に
は
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
芸
術
論
の
影
響
も
看
取
さ
れ
る
が
、
彼
に

お
い
て
は
苦
悩
に
満
ち
た
生
の
世
界
に
お
け
る
束
の
間
の
慰
め
や
安
ら
ぎ
を
与
え
る
も
の
が
「
芸
術
」
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
副
次
的
な
も
の
と

し
て
扱
わ
れ
る
「
芸
術
」
も
し
く
は
審
美
的
意
識
の
話
題
は
、
抱
月
に
お
い
て
は
そ
れ
こ
そ
が
主
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ

ウ
ア
ー
に
と
っ
て
は
、
本
質
的
に
苦
悩
で
あ
る
生
の
世
界
か
ら
脱
け
出
す
為
に
は
、「
同
情
」
と
い
う
自
己
と
他
者
の
区
別
を
解
消
す
る
同
一
性

体
験
（
自
己
と
他
者
の
な
か
に
あ
る
苦
し
み
を
共
に
感
じ
と
る
＝
「
共
苦
」「
同
苦
」）
こ
そ
が
最
高
の
道
徳
的
な
あ
り
方
と
し
て
、
倫
理
的
な

テ
ー
マ
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
「
同
情
」
は
言
わ
ば
「
真
同
情
」
に
該
当
す
る
が
、
そ
の
思
考
は
嶺
雲
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
表
①
４
（「
美
と
善
」）
に
お
い
て

「「
善
と
は
他
人
の
苦
患
を
察
す
る
こ
と
（Erkenntniss des frem

den Leidens
）
に
し
て
、
純
粋
の
愛
（caritas

）
は
即
ち
同
情
な
り
と
い

ひ
、
凡
て
の
愛
は
即
ち
同
情
な
り
（A

lle Liebe ist M
itleid

）
と
も
い
へ
り
」」（
全
集
一
・
一
九
七
三
、
二
三
一
─

二
三
二
頁
）
と
述
べ
ら
れ

た
よ
う
に
、
彼
が
主
張
す
る
「
同
情
」
も
ま
た
、
抱
月
の
述
べ
る
「
真
同
情
」
に
該
当
す
る
様
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
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ウ
ア
ー
の
「
同
情
」
論
は
そ
の
意
味
か
ら
抱
月
の
「
同
情
」
論
に
影
響
を
与
え
る
が
、
し
か
し
抱
月
は
倫
理
上
の
テ
ー
マ
を
あ
く
ま
で
も
審
美
上

の
問
題
と
し
て
捉
え
な
お
そ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
の
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
理
解
で
あ
っ
た
一
面
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
に
と
っ
て
の
解
放
と
救
済
は
、
こ
の
世
界
を
形
成
す
る
本
質
的
な
存
在
（「
意
志
」）
を
否
定
し
た
先
に
現
出
す
る
「
涅

槃
」
の
境
地
こ
そ
が
真
の
慰
め
で
あ
り
快
楽
で
あ
る
と
い
う
、
つ
ま
り
世
界
の
「
否
定
」
の
立
場
で
あ
る
の
に
対
し
、
抱
月
は
「
平
等
我
」「
真

同
情
」
の
目
的
を
達
し
た
か
ら
こ
そ
快
楽
を
感
じ
る
と
い
う
、
世
界
の
「
肯
定
」
の
立
場
に
あ
っ
た
違
い
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い（

（3
（

。

四　
ま
と
め

如
上
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
た
抱
月
の
審
美
的
意
識
と
「
同
情
」
の
探
究
は
、「
真
同
情
」
／
「
準
同
情
」
と
い
う
区
別
を
設
け
つ
つ
も
、
希
求

さ
れ
る
地
平
と
し
て
は
「
真
同
情
」「
平
等
我
」
と
い
う
無
差
別
平
等
の
境
地
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
も
そ
も
こ
の
よ
う
な
思
考
が
「
現
象
即

実
在
論
」
の
制
約
の
下
で
行
わ
れ
て
い
る
点
か
ら
み
て
も
（
岩
佐
二
〇
一
三
、
五
二
─

五
五
頁
）、
一
元
論
的
な
世
界
観
を
背
景
と
し
て
い
る
点
が

指
摘
し
う
る
。
そ
の
一
元
論
的
な
世
界
観
の
下
で
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
哲
学
が
受
容
さ
れ
た
こ
と
は
、
井
上
哲
次
郎
と
ケ
ー
ベ
ル
を
通
し
て
確

認
し
た
が
、
そ
の
枠
組
み
は
、
嶺
雲
に
お
け
る
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
理
解
な
ら
び
に
そ
の
中
で
展
開
さ
れ
る
「
同
情
」
論
に
つ
い
て
も
等
し
く

指
摘
で
き
る
こ
と
を
み
て
き
た
。
さ
ら
に
そ
の
「
同
情
」
論
自
体
に
関
し
て
も
、
同
時
代
に
お
い
て
は
島
村
抱
月
に
お
け
る
理
解
と
軌
を
一
に
し

て
い
る
一
面
が
認
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
思
考
自
体
は
、
同
時
代
的
な
知
的
・
言
説
環
境
（
知
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
か
ら
出
て
来
た
も

の
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
か
ら
の
距
離
や
方
向
性
に
つ
い
て
は
異
同
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
差
異

こ
そ
が
各
論
者
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。

例
え
ば
抱
月
の
「
同
情
」
論
で
は
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
的
な
意
味
で
の
倫
理
的
な
側
面
を
切
り
落
と
し
、
あ
く
ま
で
も
そ
れ
を
審
美
上
の

問
題
と
し
て
追
究
し
た
と
こ
ろ
に
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
認
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
「
同
情
」
論
は
、
嶺
雲
に
お
け
る
そ
れ
と
は
方
向
性
が
異
な
る
。
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嶺
雲
に
お
い
て
は
、「
同
情
」
そ
の
も
の
の
認
識
は
抱
月
ほ
ど
ま
で
に
は
理
論
的
な
思
索
は
深
め
ら
れ
ず
、
本
人
自
身
も
「
予
の
社
會
主
義
（
と

い
ひ
得
べ
く
ん
ば
）
は
極
め
て
簡
單
で
あ
る
。
貧
者
に
對
す
る
同
情
、
只
是
だ
け
で
あ
る
、
資
本
が
ど
う
の
分
配
が
ど
う
の
、
そ
ん
な
經
濟
上
の

理
窟
は
予
に
は
無
い
、
強
者
に
對
す
る
反
抗
、
弱
者
に
對
す
る
同
情
、
此
が
予
の
思
想
の
基
石
で
あ
る
」（
全
集
五
・
一
九
六
九
、
六
六
二
頁
）

と
後
年
に
述
べ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
極
々
単
純
な
も
の
で
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
そ
の
単
純
さ
は
、
特
に
表
①
10
（「
小
説
と
社
會
の
隠

微
」）
以
降
に
明
確
化
さ
れ
て
い
く
社
会
改
革
へ
の
強
い
志
向
へ
と
結
実
し
て
い
き
、
そ
の
よ
う
な
志
向
を
支
え
る
論
理
と
し
て
の
「
同
情
」
こ

そ
、
嶺
雲
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
れ
は
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
に
お
け
る
世
界
の
「
否
定
」
の
中
で
希
求
さ
れ
る
倫
理
と

も
、
抱
月
の
よ
う
に
倫
理
的
な
も
の
を
捨
象
し
た
審
美
的
な
も
の
と
も
異
な
り
、（
こ
れ
は
抱
月
に
も
通
ず
る
が
）
現
実
の
世
界
を
「
肯
定
」

し
、
そ
の
世
界
の
悪
し
き
も
の
を
摘
発
し
、
貧
し
い
も
の
た
ち
に
「
同
情
」
し
、
世
界
を
良
い
方
向
へ
と
変
え
て
い
く
た
め
の
起
点
と
し
て
、
嶺

雲
の
「
同
情
」
は
あ
り
得
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
社
会
化
も
し
く
は
政
治
化
へ
の
端
緒
を
ひ
ら
く
も
の
と
し
て
の
「
同
情
」

は
、
前
述
の
よ
う
に
嶺
雲
が
郷
里
土
佐
に
お
い
て
年
少
な
が
ら
に
自
由
民
権
運
動
に
関
わ
っ
て
活
動
し
た
経
歴
や
、
歴
史
的
に
み
て
政
治
へ
の
志

向
性
を
強
く
も
つ
漢
文
学
に
親
し
み
、
そ
れ
を
骨
子
と
し
た
言
説
を
展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
も
併
せ
考
え
る
こ
と
で
さ
ら
に
強
調
さ
れ
る
側
面
も

あ
る
だ
ろ
う
。
彼
の
評
論
活
動
が
初
期
に
お
い
て
は
文
芸
の
領
域
に
集
中
し
、
後
に
は
「
文
明
批
評
家
」
と
ま
で
言
わ
れ
る
よ
う
に
広
く
社
会
一

般
へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
点
も
先
に
触
れ
た
が
、
そ
こ
に
は
な
お
漢
文
学
（
前
近
代
）
的
な
概
念
と
し
て
の
「
文
」
と
近
代
的
な
概
念
で
あ
る

「
文
学
」
と
の
関
係
性
が
問
わ
れ
て
い
た
時
代
状
況
も
控
え
て
い
る（

（3
（

。
今
後
は
そ
の
よ
う
な
環
境
も
視
野
に
収
め
た
う
え
で
、
嶺
雲
の
文
芸
ま
た

は
評
論
全
般
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
の
視
覚
と
し
て
、
彼
の
「
同
情
」
論
に
み
ら
れ
る
論
理
構
造
や
言
説
展
開
を
考
察
す
る
こ

と
に
は
意
義
が
認
め
ら
れ
る
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
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五　
お
わ
り
に

評
論
活
動
の
始
発
期
に
お
い
て
は
、
そ
の
果
敢
さ
と
鋭
利
さ
に
よ
る
論
法
と
悲
惨
小
説
や
観
念
小
説
な
ど
の
新
文
学
の
潮
流
を
積
極
的
に
推
し

た
こ
と
な
ど
か
ら
声
名
を
上
げ
た
嶺
雲
が
、「
同
情
」
に
つ
い
て
理
論
的
に
思
索
し
て
い
っ
た
抱
月
が
後
の
自
然
主
義
文
学
運
動
に
お
い
て
主
導

的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
と
は
異
な
り
、「
明
治
三
十
年
代
以
後
の
彼
は
文
芸
評
論
か
ら
遠
ざ
か
り
、
さ
な
く
と
も
、
文
学
自
体
の
深
化
発
展
に

つ
い
て
い
け
な
い
、
あ
る
意
味
で
は
旧
式
な
批
評
家
だ
っ
た
の
で
あ
る
」（
吉
田
一
九
八
一
、
四
四
五
頁
）
と
さ
れ
る
こ
と
は
、
た
し
か
に
狭
義

の
文
学
か
ら
言
え
ば
そ
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
嶺
雲
が
盛
ん
に
言
挙
げ
し
た
「
同
情
」
は
、
狭
義
の
文
学
の
み
に
留
ま
ら

ず
、
彼
の
時
代
状
況
へ
の
関
心
も
相
ま
っ
て
社
会
化
・
政
治
化
さ
れ
る
射
程
を
含
み
こ
む
も
の
で
あ
っ
た
。
東
西
の
文
明
や
思
想
の
融
合
、
戦
争

に
対
す
る
態
度
、
結
婚
や
家
制
度
に
関
す
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
言
説
な
ど
、『
靑
年
文
』
以
降
に
展
開
さ
れ
る
各
種
の
評
言
に
お
い
て
も
、
本
稿
で

検
証
し
て
き
た
「
同
情
」
観
を
そ
の
基
調
と
し
て
み
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
の
総
体
的
な
検
討
も
、「
同
情
」
観
に
み
ら
れ
た
論
理
構

造
を
中
心
と
し
て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
狭
義
の
文
学
か
ら
、
さ
ら
に
は
演
劇
の
世
界
へ
と
活
動
場
所
を
変
え
て
い
く
抱
月
の
「
同
情
」
論
と
は
方
向
が
異
な
り
、
社
会
化
・
政

治
化
を
射
程
に
含
む
嶺
雲
の
「
同
情
」
論
は
、
同
時
代
さ
ら
に
は
す
こ
し
後
に
展
開
す
る
社
会
主
義
的
な
文
学
活
動
は
も
と
よ
り
、「
経
世
済

民
」
的
な
活
動
や
社
会
事
業
な
ど
と
も
連
動
す
る
認
識
と
し
て
注
目
に
値
す
る
テ
ー
マ
で
も
あ
る
。
こ
の
点
は
、「
文
」
と
「
文
学
」
の
言
説
環

境
、
そ
の
中
で
の
嶺
雲
の
言
説
的
布
置
を
視
野
に
収
め
て
検
討
す
べ
き
で
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

注（
１
）
①
「『
平
民
的
短
歌
の
發
達
』
第
二
を
讀
む
」（
明
治
二
五
年
一
〇
月
一
七
日
刊
『
亞
細
亞
』
第
六
一
号
）、
②
「
愛
山
生
が
反
駁
に
答
ふ
」（
明
治
二
五
年
一
〇

月
二
二
日
刊
『
國
民
新
聞
』
第
八
四
八
号
一
面
）、
③
「
愛
山
生
が
史
論
を
讀
む
」（
明
治
二
五
年
一
〇
月
二
四
日
刊
『
亞
細
亞
』
第
六
二
号
）
な
ど
。
発
端
は
、
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愛
山
が
『
國
民
之
友
』
第
六
七
号
（
明
治
二
五
年
九
月
二
三
日
刊
）・
第
六
八
号
（
同
年
一
〇
月
三
日
刊
）・
第
六
九
号
（
同
年
一
〇
月
一
三
日
刊
）
に
発
表
し
た

『
平
民
的
短
歌
の
發
達
』
に
対
す
る
嶺
雲
の
批
判
（
①
～
③
の
署
名
は
い
ず
れ
も
「
栩
々
生
」）
で
あ
り
、
愛
山
か
ら
の
反
論
は
、『
栩
々
生
に
答
ふ
』（
明
治
二
五

年
一
〇
月
一
九
日
号
『
國
民
新
聞
』）
の
み
で
あ
る
。
な
お
全
集
の
「
解
題
」
に
よ
れ
ば
、
①
の
評
論
が
嶺
雲
の
文
章
で
確
認
で
き
る
最
も
早
い
も
の
で
あ
る
と

い
う
（
全
集
一
・
一
九
七
三
、
六
七
六
頁
）。

　
　
　

以
下
、
嶺
雲
の
文
章
の
引
用
は
、
利
便
性
を
考
慮
し
て
『
田
岡
嶺
雲
全
集
』（
西
田
勝
編
、
法
政
大
学
出
版
局
）
の
該
当
頁
を
記
す
。
例
え
ば
、（
全
集
一
・
一

九
七
三
、
六
七
六
頁
）
は
全
集
第
一
巻
、
一
九
七
三
年
刊
、
六
七
六
頁
を
表
わ
し
て
い
る
。
ま
た
表
記
に
関
し
て
、
本
文
中
で
の
年
号
は
雑
誌
書
籍
の
刊
行
年
月

日
は
元
号
表
記
の
み
と
し
、
そ
れ
以
外
の
年
号
に
つ
い
て
は
元
号
と
西
暦
を
並
記
し
、
字
体
に
つ
い
て
は
、
雑
誌
名
と
引
用
文
は
原
則
と
し
て
原
文
の
ま
ま
と
し

た
。

（
２
）
蘇
東
坡
に
つ
い
て
は
、「
蘇
東
坡
」（
明
治
二
六
年
八
月
二
八
日
刊
『
史
海
』
第
二
六
巻
）。
ハ
イ
ネ
に
つ
い
て
は
、「
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
」（
明
治
二
七
年
二

月
三
日
刊
『
日
本
人
』
第
八
号
～
第
一
二
号
に
毎
号
連
載
）。
荘
子
に
つ
い
て
は
、「
莊
子
の
逍
遥
游
」（
明
治
二
七
年
六
月
五
日
刊
『
宗
教
』
第
三
二
号
、
同
年

七
月
五
日
刊
『
宗
教
』
第
三
三
号
）。

（
３
）『
靑
年
文
』
は
、
第
一
巻
第
一
号
が
明
治
二
八
年
二
月
一
〇
日
に
刊
行
さ
れ
、
明
治
三
〇
年
一
月
五
日
刊
行
の
第
四
巻
第
六
号
の
通
巻
二
四
冊
を
も
っ
て
一
応
の

終
刊
を
迎
え
る
。
し
か
し
そ
の
後
も
、
発
行
元
で
あ
る
「
少
年
園
」
か
ら
発
行
さ
れ
た
雑
誌
『
文
庫
』
第
五
巻
第
五
号
（
明
治
三
〇
年
五
月
二
〇
日
刊
）
の
付
録

と
し
て
収
め
ら
れ
た
り
、
明
治
三
一
年
九
月
に
菊
判
型
雑
誌
の
体
裁
で
『
靑
年
文
第
一
集
』
が
同
じ
く
「
少
年
園
」
か
ら
刊
行
さ
れ
る
な
ど
し
て
、
二
四
冊
で
の

終
刊
と
は
言
い
切
り
難
い
面
も
指
摘
さ
れ
る
（
全
集
一
・
一
九
七
三
、
七
〇
六
頁
）。

（
４
）
嶺
雲
は
『
靑
年
文
』
以
外
に
も
、『
東
亞
説
林
』（
明
治
二
七
年
一
一
月
三
日
刊
～
明
治
二
八
年
三
月
一
六
日
刊
、
通
巻
四
号
）、『
江
湖
文
學
』（
明
治
二
九
年
一

一
月
二
〇
日
刊
～
明
治
三
〇
年
六
月
八
日
刊
、
通
巻
七
号
）、『
天
鼓
』（
明
治
三
八
年
二
月
二
三
日
刊
～
明
治
三
九
年
三
月
二
〇
日
刊
、
通
巻
二
〇
号
）、『
江
湖
』

（
明
治
四
一
年
三
月
二
〇
日
刊
～
明
治
四
一
年
八
月
二
一
日
刊
、
通
巻
五
号
）、『
黑
白
』（
明
治
四
二
年
二
月
刊
～
明
治
四
二
年
一
〇
月
刊
）
な
ど
、
多
く
の
雑
誌

の
立
ち
上
げ
に
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
各
雑
誌
の
立
ち
上
げ
と
顛
末
な
ど
に
つ
い
て
は
各
全
集
の
「
解
題
」
を
参
照
の
こ
と
。

（
５
）『
早
稲
田
文
学
』
第
一
次
第
一
期
（
八
四
）、
明
治
二
八
年
三
月
二
五
日

（
６
）『
青
山
評
論
』（
五
四
）、
明
治
二
八
年
四
月
二
日

（
７
）『
國
學
院
雑
誌
』
一
（
六
）、
明
治
二
八
年
四
月
二
〇
日

（
８
）
家
永
三
郎
『
數
奇
な
る
思
想
家
の
生
涯
─
田
岡
嶺
雲
の
人
と
思
想
─
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
五
年
一
月
）

（
９
）
西
田
勝
『
近
代
文
学
の
潜
勢
力
』（
八
木
書
店
、
一
九
七
三
年
五
月
）

（
10
）
吉
田
精
一
『
近
代
文
芸
評
論
史 

明
治
篇
』（
至
文
堂
、
一
九
八
一
年
四
月
）

（
11
）
立
花
雄
一
『
明
治
下
層
記
録
文
学
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
二
年
五
月
）

（
12
）
こ
こ
で
、
本
来
で
あ
れ
ば
嶺
雲
に
関
す
る
研
究
史
を
整
理
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
次
の
点
か
ら
ま
だ
そ
の
時
宜
を
得
て
い
な
い
と
判
断
し
、
本
稿
で

は
そ
の
作
業
を
控
え
て
お
く
。
嶺
雲
自
身
は
「
忘
れ
ら
れ
た
思
想
家
の
一
人
」（
家
永
一
九
五
五
、
三
頁
）
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
主
要
著
作
（『
壺
中
観
』
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明
治
三
八
年
四
月
、『
壺
中
我
観
』
明
治
三
九
年
三
月
、『
霹
靂
鞭
』
明
治
四
〇
年
一
〇
月
、『
病
中
放
浪
』
明
治
四
三
年
七
月
な
ど
）
が
当
時
の
政
府
か
ら
悉
く

出
版
禁
止
に
さ
れ
た
た
め
、
彼
の
膨
大
な
文
章
が
「
全
集
」
と
し
て
編
纂
さ
れ
て
世
に
出
た
の
は
、
死
後
五
七
年
が
経
過
し
た
一
九
六
九
年
（
全
集
五
巻
）
か
ら

で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
外
に
も
、
嶺
雲
が
文
章
を
発
表
し
た
媒
体
が
雑
誌
や
新
聞
を
主
と
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
掲
載
さ
れ
る
文
章
は
資
料
と
し
て
散
逸
し
や
す
い

性
格
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
単
行
本
出
版
さ
れ
た
も
の
よ
り
保
存
が
さ
れ
に
く
い
と
い
う
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
上
の
問
題
に
も
、
彼
の
文
章
を
参
照
す
る
こ
と
へ
の
困

難
さ
が
指
摘
し
う
る
。
嶺
雲
の
文
章
の
収
集
と
整
理
は
、
家
永
や
西
田
の
労
に
帰
す
る
と
こ
ろ
が
多
大
で
あ
る
が
、
西
田
を
中
心
に
編
纂
さ
れ
る
全
集
の
刊
行

も
、
全
八
巻
の
予
定
で
は
あ
る
も
の
の
、
二
〇
一
七
年
現
在
で
は
第
五
巻
ま
で
が
よ
う
や
く
刊
行
さ
れ
た
段
階
で
あ
る
（
最
近
刊
は
二
〇
一
四
年
四
月
刊
の
第
四

巻
）。
二
〇
〇
五
年
・
二
〇
〇
六
年
に
は
、
鈴
木
一
正
に
よ
る
嶺
雲
関
連
の
網
羅
的
な
参
考
文
献
目
録
が
作
成
さ
れ
（
鈴
木
一
正
「
田
岡
嶺
雲
参
考
文
献
目
録
─

昭
和
二
一
年
～
平
成
一
五
年
」『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要 

文
学
研
究
篇
』
三
一
、
二
〇
〇
五
年
二
月
、
同
「
田
岡
嶺
雲
参
考
文
献
目
録
─
明
治
二
五
年
～
昭
和

一
九
年
」『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要 

文
学
研
究
篇
』
三
二
、
二
〇
〇
六
年
二
月
）、
研
究
上
に
も
裨
益
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
が
、
嶺
雲
に
関
す
る
本
格
的
な
評

伝
も
（
家
永
一
九
五
五
）
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
る
点
や
、
嶺
雲
の
活
動
全
体
に
対
す
る
個
々
の
研
究
に
つ
い
て
も
、
な
お
そ
の
全
貌
を
俯
瞰
す
る
段
階
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
こ
の
た
め
、
嶺
雲
の
研
究
史
を
検
討
す
る
作
業
も
現
段
階
で
は
時
期
尚
早
の
観
が
あ
り
、
本
稿
で
扱
う
論
点
に
つ
い
て
も
、
彼
の
生
涯
に
わ
た
る
「
同

情
」
観
を
扱
う
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
本
文
で
触
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。

（
13
）
リ
ス
ト
化
の
基
準
と
し
て
は
、
全
集
を
底
本
と
し
、
原
則
と
し
て
文
中
に
「
同
情
」
の
語
句
が
確
認
で
き
る
も
の
を
網
羅
的
に
カ
ウ
ン
ト
す
る
こ
と
と
し
た
。

そ
の
た
め
、
文
中
に
「
同
情
」
の
語
句
が
現
れ
ず
と
も
、
文
脈
的
に
「
同
情
」
を
論
じ
た
文
章
は
リ
ス
ト
に
は
取
り
込
ん
で
い
な
い
。
例
え
ば
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

チ
ー
」（
明
治
二
九
年
一
月
一
〇
日
刊
『
靑
年
文
』
第
二
巻
第
六
号
「
時
文
」）（
全
集
一
・
一
九
七
三
、
五
七
〇
─

五
七
二
頁
）、「
操
觚
者
の
腐
敗
」（
明
治
二
九

年
五
月
一
〇
日
刊
『
靑
年
文
』
第
三
巻
第
四
号
「
時
文
」）（
全
集
二
・
一
九
八
七
、
九
六
─

九
七
頁
）
な
ど
。
ま
た
、
表
①
で
取
り
上
げ
た
文
章
の
時
間
的
上
限

は
、
基
本
的
に
は
注
３
で
あ
げ
た
明
治
三
〇
年
一
月
五
日
刊
行
の
『
靑
年
文
』
第
四
巻
第
六
号
ま
で
と
し
た
が
、『
靑
年
文
』
後
の
事
例
と
し
て
37
の
み
、
参
考

ま
で
に
カ
ウ
ン
ト
し
た
。
こ
の
時
期
区
分
は
あ
く
ま
で
便
宜
的
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
以
降
の
言
説
も
今
後
は
検
討
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
。

（
14
）
貧
民
救
済
な
ど
の
慈
善
・
社
会
事
業
活
動
に
関
し
て
、
既
成
の
宗
教
者
た
ち
に
よ
る
実
際
の
活
動
を
強
く
批
判
し
、
詩
人
文
士
こ
そ
が
彼
ら
に
代
わ
っ
て
宗
教

者
的
な
パ
ト
ス
を
も
っ
て
活
動
す
べ
き
と
の
評
言
は
、
当
時
の
時
代
状
況
を
考
え
る
上
で
は
興
味
深
い
奥
行
き
を
持
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
こ
の
文
章
が
世
に
出
る

前
年
（
明
治
二
八
年
）
に
は
、
例
え
ば
大
阪
の
地
で
は
「
福
田
海
（
当
時
の
名
称
は
「
無
縁
法
界
講
」）」
が
興
り
、
そ
れ
は
既
成
の
宗
教
者
た
ち
と
は
異
な
っ
た

分
野
で
「
福
田
」
を
広
め
る
活
動
を
開
始
し
た
と
き
に
当
た
っ
て
い
る
（
平
崎
真
右
「
近
代
社
会
事
業
と
し
て
の
墓
石
整
理
を
考
え
る
─
「
福
田
海
」
の
位
置
づ

け
を
巡
っ
て
」『（
二
松
學
舍
大
学
）
人
文
論
叢
』
九
三
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
）。
嶺
雲
の
視
野
は
活
動
地
で
あ
る
東
京
に
お
け
る
そ
れ
を
見
て
の
も
の
だ
ろ
う

が
、
同
時
代
状
況
下
で
は
、「
貧
」
と
い
う
視
点
を
も
っ
た
社
会
事
業
活
動
と
そ
の
意
義
の
鼓
吹
が
、
実
地
的
な
実
践
と
し
て
も
、
注
17
で
み
る
よ
う
に
文
学
作

品
や
評
論
と
し
て
も
澎
湃
と
し
て
湧
き
お
こ
る
。
そ
の
文
学
側
の
言
説
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
、
嶺
雲
の
評
言
は
一
つ
の
言
質
と
し
て
看
取
し
う
る
。

（
15
）
そ
の
嶺
雲
の
評
価
軸
と
は
な
に
か
。
ま
ず
彼
は
、「
蓋
し
涙
な
る
も
の
は
至
純
、
地
汚
れ
た
れ
ば
と
て
彼
等
（
注
：
狭
斜
世
界
の
住
人
、
遊
女
）
が
涙
必
ず
し
も

汚
れ
た
ら
ざ
れ
ば
な
り
」、「
汚
れ
た
る
狭
斜
の
地
に
於
け
る
清
き
情
と
涙
と
を
描
く
、
人
を
し
て
こ
れ
に
同
情
せ
し
む
る
こ
と
多
し
」（
全
集
二
・
一
九
八
七
、

一
五
〇
─

一
五
一
頁
）
と
、
狭
斜
世
界
を
汚
れ
た
も
の
と
し
て
認
識
し
、
し
か
し
そ
の
汚
れ
た
世
界
の
な
か
で
も
人
間
の
涙
や
情
は
汚
れ
て
い
な
い
こ
と
、「
至
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純
」
で
あ
る
と
捉
え
る
。
こ
の
認
識
の
あ
り
方
は
、
20
（「
境
遇
と
靈
性
」）
で
の
主
張
と
地
続
き
で
あ
り
、
狭
斜
世
界
と
い
う
「
境
遇
」
と
、
涙
や
情
と
い
う

「
靈
性
」
と
を
弁
別
し
た
も
の
だ
と
換
言
で
き
よ
う
。「
境
遇
」
と
は
個
別
的
な
も
の
だ
が
、「
靈
性
」
と
は
普
遍
的
で
あ
る
と
も
い
え
、
だ
か
ら
こ
そ
「
狭
斜
の

人
情
は
ひ
と
し
く
こ
れ
人
間
の
情
の
み
、
狭
斜
の
悲
傪
も
ひ
と
し
く
こ
れ
世
界
の
悲
傪
た
る
の
み
。
材
は
狭
斜
に
あ
り
と
雖
も
、
描
く
は
人
生
な
り
、
世
界
な

り
」（
全
集
二
・
一
九
八
七
、
一
五
一
頁
）
と
、「
人
間
」「
世
界
」
と
い
う
普
遍
的
な
価
値
観
を
持
ち
だ
す
。
こ
の
「
人
間
」「
世
界
」
は
「
靈
性
」
に
属
す
る
も

の
で
、
描
く
べ
き
は
そ
こ
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
昨
今
の
流
行
小
説
で
は
「
境
遇
」
の
写
実
ば
か
り
に
力
を
入
れ
る
傾
向
が
あ
り
、「
靈
性
」
を
同
情
的
に
描

け
て
い
な
い
の
で
批
判
の
対
象
と
な
る
。

　
　
　

同
じ
論
旨
の
批
判
は
、「『
泥
水
清
水
』」（
明
治
二
九
年
五
月
一
〇
日
刊
『
靑
年
文
』
第
三
巻
第
四
号
「
時
文
」）
で
先
取
り
的
に
指
摘
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、

一
葉
『
に
ご
り
え
』
の
エ
ピ
ゴ
ー
ネ
ン
と
し
て
田
山
花
袋
『
斷
流
』（
明
治
二
九
年
二
月
一
〇
日
刊
『
文
藝
倶
樂
部
』
第
二
巻
第
三
編
）
や
『
泥
水
清
水
』
が
捉

え
ら
れ
て
お
り
、
花
袋
は
水
蔭
に
比
べ
て
さ
ら
に
低
評
価
で
あ
る
（「
水
蔭
の
作
、
こ
れ
を
花
袋
の
『
斷
流
』
に
比
す
も
と
よ
り
同
日
の
論
に
非
ず
、
其
結
構
、

其
行
文
共
に
熟
し
て
花
袋
の
拙
劣
に
似
ず
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
其
眞
に
同
情
せ
ず
、
眞
に
泣
か
ず
、
時
好
を
趁
ふ
て
徒
に
筆
を
弄
し
た
る
に
至
て
は
二
者
相
似
た

り
」（
全
集
二
・
一
九
八
七
、
九
二
頁
））。『
泥
水
清
水
』
評
と
し
て
は
、
花
鳥
と
水
島
の
関
係
は
一
場
の
恋
愛
話
で
し
か
な
く
、
こ
の
二
人
の
あ
い
だ
に
悲
惨
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
当
事
者
同
士
で
の
も
の
で
し
か
な
い
。「
二
人
が
戀
愛
に
よ
り
て
惹
起
せ
る
罪
過
の
み
。
境
遇
の
罪
に
も
あ
ら
ず
、
社

會
の
罪
に
も
あ
ら
ず
。
こ
れ
避
け
得
べ
か
ら
ざ
る
の
悲
傪
に
非
ざ
る
が
故
に
、
そ
の
人
を
動
か
す
や
弱
し
」（
全
集
二
・
一
九
八
七
、
九
二
─

九
三
頁
）
と
の
評
言

は
、
嶺
雲
が
ど
こ
に
評
価
点
を
置
い
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
だ
ろ
う
。
こ
の
二
者
間
の
恋
愛
関
係
と
い
っ
た
テ
ー
マ
は
、
為
永
春
水
の
よ
う
な
人
情
本
的

な
世
界
で
し
か
な
く
、
そ
れ
に
「
明
治
の
新
衣
裳
を
着
け
し
め
た
る
の
み
」（
全
集
二
・
一
九
八
七
、
九
三
頁
）
と
手
厳
し
い
。

（
16
）
原
文
で
は
文
章
に
す
べ
て
傍
点
が
附
さ
れ
て
い
る
が
、
引
用
に
際
し
て
す
べ
て
省
略
し
た
。

（
17
）
例
え
ば
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
チ
ー
」（
明
治
二
九
年
一
月
一
〇
日
刊
『
靑
年
文
』
第
二
巻
第
六
号
「
時
文
」）
で
は
「
嗚
呼
今
の
小
説
家
は
よ
く
悲
傪
を
描
く
に
誇
る

も
の
な
り
」（
全
集
一
・
一
九
七
三
、
五
七
一
頁
）
と
の
く
だ
り
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
明
治
二
七
・
二
八
年
前
後
に
集
中
的
に
現
れ
る
「
深
刻
小
説
」「
悲
惨

小
説
」「
観
念
小
説
」
と
呼
ば
れ
る
作
品
群
を
指
し
て
い
る
。
例
え
ば
「
悲
惨
小
説
」
は
、
文
学
史
で
は
「
深
刻
小
説
」
と
抱
き
合
わ
せ
で
用
い
ら
れ
る
観
が
あ

り
、
さ
ら
に
は
同
時
期
の
動
向
で
も
あ
る
泉
鏡
花
や
川
上
眉
山
ら
の
作
風
を
称
し
た
「
観
念
小
説
」
と
も
、
新
傾
向
の
文
学
と
し
て
し
ば
し
ば
セ
ッ
ト
で
論
じ
ら

れ
る
。
先
行
論
で
は
「
深
刻
小
説
は
、
は
じ
め
悲
惨
小
説
と
呼
ば
れ
た
が
、
二
九
年
ご
ろ
か
ら
は
深
刻
小
説
の
呼
称
が
広
く
行
な
わ
れ
、
の
ち
に
は
暗
黒
小
説
な

ど
と
も
称
さ
れ
て
い
る
」（
伊
狩
章
『
硯
友
社
の
文
学
』
塙
書
房
、
一
九
六
一
年
一
〇
月
、
一
八
一
頁
）
と
も
指
摘
さ
れ
る
。
嶺
雲
の
そ
れ
ら
悲
惨
小
説
へ
の
評

価
と
し
て
は
、
10
（「
小
説
と
社
會
の
隠
微
」）
～
12
（「
詩
人
と
同
情
」）
の
段
階
で
は
積
極
的
に
推
奨
さ
れ
る
も
の
と
し
て
あ
る
が
、「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
チ
ー
」
の

段
階
で
は
、
実
は
早
く
も
批
判
的
な
目
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
批
判
点
は
、
題
材
に
は
下
層
社
会
や
貧
困
層
が
採
ら
れ
て
い
て
も
、
な
お
そ
こ
に
は
悲
惨
の

極
が
描
か
れ
て
は
い
な
い
と
の
認
識
に
表
れ
る
が
、
そ
の
点
は
立
花
雄
一
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
同
時
期
に
盛
ん
に
発
表
さ
れ
た
貧
民
窟
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
群

（
桜
田
文
吾
『
貧
天
地
饑
寒
窟
探
撿
記
』
日
本
新
聞
社
、
明
治
二
六
年
六
月
、
松
原
岩
五
郎
『
最
暗
黑
之
東
京
』
民
友
社
、
明
治
二
六
年
十
一
月
、
横
山
源
之
助

「
貧
民
の
正
月
」『
毎
日
新
聞
』
明
治
二
九
年
一
月
九
〜
一
二
日
な
ど
）
の
、
嶺
雲
へ
の
感
化
が
考
え
ら
れ
る
（
立
花
二
〇
〇
二
、
一
三
二
─

一
七
六
頁
）。

（
18
）「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
チ
ー
」、
さ
ら
に
は
27
（「
詩
人
と
人
道
」）
辺
り
か
ら
な
さ
れ
る
悲
惨
小
説
批
判
は
、
立
花
が
指
摘
す
る
よ
う
に
当
初
の
悲
惨
小
説
評
価
か
ら
の
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急
転
と
も
見
え
る
が
（
立
花
二
〇
〇
二
、
一
五
三
頁
）、
よ
り
志
の
高
い
も
の
を
悲
惨
深
刻
小
説
に
求
め
て
い
く
過
程
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
よ
う
。
例
え
ば
27

（「
詩
人
と
人
道
」）
文
中
の
最
後
の
一
段
、「
嗚
呼
我
に
一
萬
金
あ
ら
し
め
よ
、
我
は
先
づ
東
京
中
に
於
け
る
あ
ら
ゆ
る
貧
者
乞
食
の
徒
、
襤
褸
蓬
髪
の
者
を
率
ゐ

て
、
一
夜
彼
の
所
謂
紳
士
と
称
す
る
も
の
ゝ
宴
游
の
塲
た
る
あ
ら
ゆ
る
紅
樓
翠
閣
に
上
り
、
彼
等
を
し
て
牛
飲
飽
食
せ
し
め
、
こ
れ
が
興
を
助
く
る
に
彼
の
紳
士

貴
顯
と
稱
す
る
人
々
の
宴
に
侍
し
て
、
嬌
語
喃
笑
す
る
あ
ら
ゆ
る
絃
妓
な
る
者
を
喚
來
つ
て
絃
歌
舞
踏
せ
し
め
ん
哉
」（
全
集
二
・
一
九
八
七
、
五
三
頁
）
を
指

し
て
、
嶺
雲
の
貧
民
観
に
は
「
乞
食
の
徒
、
襤
褸
蓬
髪
の
者
」
ば
か
り
し
か
目
に
入
ら
ず
、
農
民
層
や
そ
の
他
に
つ
い
て
は
捨
象
さ
れ
て
い
る
点
、
貧
民
問
題
の

解
決
が
一
時
の
「
牛
飲
飽
食
」
や
「
絃
歌
舞
踏
」
に
よ
っ
て
解
決
す
る
こ
と
は
無
い
こ
と
か
ら
、「
嶺
雲
の
貧
民
意
識
と
貧
民
の
あ
い
だ
に
は
や
は
り
隔
絶
」
が

あ
り
、
嶺
雲
に
は
「
上
層
者
の
エ
リ
ー
ト
意
識
が
拭
う
べ
く
も
な
く
の
こ
さ
れ
て
あ
っ
た
」
と
の
指
摘
は
、
た
し
か
に
そ
の
面
で
は
「
ひ
と
つ
の
限
界
」（
立
花

二
〇
〇
二
、
一
五
九
─

一
六
〇
頁
）
で
は
あ
る
。
し
か
し
本
文
を
注
意
深
く
読
む
時
に
は
、
そ
れ
は
同
時
代
社
会
の
ア
ク
タ
ー
た
ち
に
対
す
る
痛
烈
な
皮
肉
と
し

て
も
受
け
取
ら
れ
る
。
そ
の
直
前
の
文
章
で
は
、「
錢
」
の
た
め
に
す
る
の
で
は
な
く
「
人
道
」
に
殉
ず
る
よ
う
な
パ
ト
ス
で
も
っ
て
「
起
て
貧
者
の
味
方
と
な

れ
、
花
鳥
と
戀
愛
と
の
み
必
ず
し
も
汝
等
が
好
題
目
に
非
ず
。
社
會
の
最
大
數
を
占
む
る
貧
者
の
味
方
と
な
つ
て
天
下
に
絶
叫
す
る
、
ま
た
人
間
の
一
大
快
事
に

非
ず
や
」（
全
集
二
・
一
九
八
七
、
五
三
頁
）
と
述
べ
、
先
の
文
章
は
そ
の
続
き
と
な
る
。
こ
の
文
脈
を
み
れ
ば
、
そ
も
そ
も
貧
者
の
味
方
に
な
る
の
は
「
錢
」

の
為
で
は
な
く
、
利
欲
を
去
っ
て
の
「
快
事
」
な
の
で
あ
る
か
ら
、
最
後
の
文
章
（
一
万
金
あ
れ
ば
貧
者
を
集
め
て
金
持
ち
の
社
交
場
で
牛
飲
飽
食
さ
せ
て
楽
し

ま
せ
る
云
々
）
は
、
金
持
ち
連
中
や
偽
善
的
な
宗
教
者
な
ど
に
対
す
る
痛
烈
な
鞘
当
て
と
な
り
、
そ
の
よ
う
な
「
錢
」
の
た
め
に
生
き
る
中
か
ら
は
人
を
感
化
す

る
作
品
や
思
想
が
出
て
く
る
こ
と
は
無
い
と
い
う
、
28
（「
嗚
呼
文
士
涙
な
き
歟
」）
以
降
に
繋
が
っ
て
い
く
評
言
と
し
て
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
19
）
獄
洋
社
の
一
支
会
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
る
（
全
集
五
・
一
九
六
九
、
八
〇
六
頁
）。

（
20
）
嶺
雲
は
漢
文
科
を
卒
業
後
、
あ
る
書
肆
か
ら
刊
行
さ
れ
る
叢
書
へ
の
執
筆
を
談
判
し
た
際
に
、
名
義
だ
け
で
も
学
士
の
肩
書
き
を
持
つ
者
と
の
共
著
に
と
、
断
ら
れ

た
こ
と
が
あ
る
。
当
該
叢
書
は
大
日
本
図
書
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
支
那
文
学
大
綱
』（
全
十
六
巻
、
明
治
三
〇
─

三
七
年
）
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
表
紙
に
は
「
文

学
士
・
藤
田
剣
峰
、
文
学
士
・
大
町
桂
月
、
文
学
士
・
白
川
鯉
洋
、
田
岡
嶺
雲
、
笹
川
臨
風
」
の
合
著
と
記
さ
れ
て
い
た
と
言
う
（
家
永
一
九
五
五
、
二
六
─

三
〇

頁
）。
ち
な
み
に
、
笹
川
臨
風
は
学
士
号
を
有
す
る
も
の
の
、
こ
こ
で
は
恐
ら
く
友
人
で
あ
る
嶺
雲
に
配
慮
し
て
称
号
表
記
を
棄
権
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

（
21
）
こ
の
よ
う
な
嶺
雲
の
「
同
情
」
に
至
る
経
路
を
、
こ
こ
で
仮
に
「
政
治
」
か
ら
「
悲
惨
小
説
（
ま
た
は
社
会
小
説
）」
へ
の
流
れ
と
捉
え
る
と
す
れ
ば
、
同
じ
よ

う
な
経
路
を
辿
っ
た
実
作
者
と
し
て
、
例
え
ば
広
津
柳
浪
（
一
八
六
一
─

一
九
二
八
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
柳
浪
の
来
歴
に
も
ま
た
、
学
業
か
ら
の
離
脱

と
官
職
生
活
と
の
齟
齬
、
い
く
ば
く
の
彷
徨
と
、
そ
の
後
の
作
家
業
へ
の
転
身
が
み
ら
れ
、
そ
れ
は
「
脱
落
者
」
的
な
軌
跡
と
し
て
、
彼
の
悲
惨
小
説
執
筆
へ
の

背
景
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
（
例
え
ば
、
塚
越
和
夫
「
広
津
柳
浪
」『
日
本
文
学
』
十
四
（
十
一
）、
一
九
六
五
年
十
一
月
）。
そ
の
柳
浪
の
作
品
も
ま
た
、

「
政
治
」
小
説
（『
女
子
参
政
蜃
中
楼
』
明
治
二
〇
年
）
か
ら
「
悲
惨
小
説
」（
例
え
ば
、『
変
目
伝
』『
黒
蜥
蜴
』『
亀
さ
ん
』
い
ず
れ
も
明
治
二
八
年
）
へ
の
軌
跡

を
辿
る
が
、
そ
の
よ
う
な
柳
浪
の
作
品
に
「
同
情
」
を
読
み
取
る
嶺
雲
の
視
点
に
は
、
生
育
環
境
や
志
向
性
に
お
い
て
、
柳
浪
と
通
ず
る
も
の
が
多
分
に
含
ま
れ

て
い
る
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
、「
は
じ
め
に
」
挙
げ
た
嶺
雲
が
推
挽
し
た
新
進
作
家
の
う
ち
で
も
、「
同
情
」
観
よ
り
積
極
的
に
評
価
し
た

作
家
と
し
て
は
実
は
柳
浪
と
一
葉
と
が
特
筆
さ
れ
る
こ
と
を
み
る
と
き
、
柳
浪
や
一
葉
の
作
品
理
解
を
め
ぐ
る
一
助
と
し
て
嶺
雲
の
「
同
情
」
観
を
補
助
線
に
据

え
る
視
点
に
対
し
て
、
よ
り
説
得
力
を
増
す
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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（
22
）
以
下
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
哲
学
導
入
の
様
子
に
つ
い
て
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
兵
頭
高
夫
「
日
本
に
お
け
る
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
受
容
の
問
題
─
ケ
ー

ベ
ル
を
中
心
に
─
」（『
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
』
二
一
（
一
・
二
）、
一
九
九
〇
年
三
月
）
を
参
照
し
て
い
る
。
頁
数
は
煩
瑣
に
な
る
た
め
省
略
す
る
。

（
23
）『
東
京
帝
國
大
學
五
十
年
史
』
上
巻
（
東
京
帝
國
大
學
、
一
九
三
二
年
十
一
月
）
一
三
二
四
─

一
三
二
七
頁
よ
り
、「
漢
学
・
支
那
語
学
」「
哲
学
・
哲
学
史
」
の

部
分
の
み
を
対
象
と
し
た
。
な
お
、（
分
担
）
と
表
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
「
担
任
」
扱
い
と
な
る
。

（
24
）
以
後
の
井
上
哲
次
郎
、
ケ
ー
ベ
ル
に
お
け
る
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
理
解
に
つ
い
て
は
、
井
上
克
人
「
明
治
期
に
お
け
る
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
哲
学
の
受
容

に
つ
い
て
─
井
上
哲
次
郎
、
Ｒ
・
ケ
ー
ベ
ル
、
三
宅
雪
嶺
に
見
る
本
体
的
一
元
論
の
系
譜
─
」（『
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
研
究
』
一
二
、
二
〇
〇
七
年
六
月
）
に

負
っ
て
い
る
。
特
に
引
用
す
る
箇
所
以
外
の
頁
数
は
煩
瑣
に
な
る
た
め
省
略
す
る
。

（
25
）
渡
部
清
「
日
本
哲
学
研
究
の
新
た
な
開
始
に
向
け
て
─
「
西
田
哲
学
」
の
独
自
性
を
検
証
す
る
試
み
を
通
し
て
─
」（『
国
際
哲
学
研
究
』
三
、
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
26
）
明
治
二
七
年
六
月
一
一
日
提
出
。
署
名
は
「
島
邨
滝
太
郎
」。

（
27
）『
早
稲
田
文
学
』
第
一
次
第
一
期
（
七
二
）～（
七
八
）、
明
治
二
七
年
九
月
二
五
日
～
明
治
二
七
年
一
二
月
二
五
日
に
連
続
掲
載
。

（
28
）
以
下
、
抱
月
の
「
同
情
」
論
に
関
す
る
記
述
は
、
岩
佐
壯
四
郎
『
島
村
抱
月
の
文
藝
批
評
と
美
学
理
論
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
三
年
五
月
）、
特
に

「
第
二
章 「
審
美
的
意
識
」
の
概
念
」」
に
拠
る
。
煩
瑣
に
な
る
た
め
引
用
頁
は
記
載
し
な
い
。

（
29
）『
抱
月
全
集
』
第
三
巻
、
一
九
一
九
年
八
月
。
引
用
は
、
複
製
版
（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
九
年
九
月
）
三
一
頁
よ
り
。

（
30
）
こ
の
「
真
同
情
」
と
「
準
同
情
」
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
森
鴎
外
が
ハ
ル
ト
マ
ン
の
『
美
学
』
を
翻
訳
し
た
『
審
美
論
』（
明
治
二
五
年
一
〇
月
～
明
治
二
六
年

六
月
）
に
お
い
て
、「
同
情
」
を
「
反
応
情
」
と
「
同
応
情
」
と
に
分
け
た
概
念
規
定
の
影
響
が
考
慮
さ
れ
る
と
い
う
（
岩
佐
二
〇
一
三
、
七
二
頁
）。

（
31
）
さ
ら
に
言
え
ば
、「
文
学
」
の
存
在
意
義
を
、
そ
れ
自
体
が
独
立
し
た
価
値
を
有
す
る
「
芸
術
」
と
し
て
規
定
し
よ
う
と
し
た
坪
内
逍
遥
門
下
の
早
稲
田
文
学
派

に
属
す
る
抱
月
に
と
っ
て
は
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
芸
術
論
で
展
開
さ
れ
る
「
芸
術
」
を
あ
く
ま
で
も
副
次
的
な
も
の
と
し
て
扱
う
手
つ
き
に
対
し
て
、
組
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
事
情
が
存
し
た
で
あ
ろ
う
点
が
予
想
さ
れ
る
。

（
32
）
前
近
代
的
な
「
文
」
と
近
代
的
な
「
文
学
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
概
念
の
意
味
と
関
係
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
牧
角
悦
子
「「
文
」
か
ら
「
文
学
」
へ
の
展
開
─
古

代
変
質
の
指
標
と
し
て
─
」（『
二
松
』
三
〇
、
二
〇
一
六
年
三
月
）
を
参
照
の
こ
と
。
こ
こ
で
の
「
文
」
と
は
、
漢
文
学
的
ま
た
は
儒
教
的
な
価
値
観
の
下
に
あ

る
概
念
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
道
」
に
繋
が
る
も
の
で
、「
大
衆
と
は
分
か
た
れ
た
高
級
知
識
人
が
、
そ
の
使
命
感
の
下
に
政
治
に
与
か
り
天
下
国
家
を
運
営
す
る

た
め
の
も
の
」（
牧
角
二
〇
一
六
、
六
四
頁
）
と
し
て
あ
る
。
翻
っ
て
「
文
学
」
と
は
、
社
会
的
エ
リ
ー
ト
に
よ
る
政
治
運
営
と
は
異
な
る
「
庶
民
の
言
説
」
で

あ
り
、
彼
ら
の
「
生
活
感
情
、
人
生
問
題
、
そ
し
て
内
面
問
題
を
個
別
具
体
的
に
あ
つ
か
う
新
し
い
表
現
形
式
」（
同
六
四
─

六
五
頁
）
と
規
定
さ
れ
る
。
こ
の

「
文
」
と
「
文
学
」
の
両
概
念
を
参
照
す
る
と
き
、
同
じ
く
「
同
情
」
論
を
展
開
し
た
嶺
雲
と
抱
月
の
関
係
は
、
前
者
は
「
文
」
的
な
も
の
と
し
て
の
「
同
情
」、

後
者
は
「
文
学
」
的
な
も
の
と
し
て
の
「
同
情
」（
抱
月
は
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
に
お
け
る
「
同
情
」
の
倫
理
的
側
面
を
捨
象
し
て
審
美
上
の
問
題
と
し
て
論

じ
て
い
た
こ
と
を
想
起
さ
れ
た
い
）
と
し
て
図
式
的
に
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
以
上
の
図
式
は
、
両
者
そ
れ
ぞ
れ
の
言
説
を
各
論
的
に
検
討
す

る
な
か
で
深
め
る
べ
き
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
注
記
に
留
め
て
お
き
た
い
。
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（
付
記
）�

田
岡
嶺
雲
の
文
章
は
、
す
べ
て
西
田
勝
編
『
田
岡
嶺
雲
全
集
』（
一
巻
・
一
九
七
三
年
二
月
、
二
巻
・
一
九
八
七
年
一
月
、
五
巻
・
一

九
六
九
年
一
一
月
、
法
政
大
学
出
版
局
）
に
よ
る
。


